
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　さよならとともにはじまった、

　ふたりの恋こい。







　がむしゃらに追おいかけて、

　たどりついたのは、

　ずっと夢ゆめ見みてた、あなたの「となり」。

　ここから見みる景け色しきは、

　すべてがキラキラ輝かがやいているんだ。







　あなたがくれた、

　たくさんの言こと葉ばと思おもい出でを胸むねに、

　どんな壁かべだって乗のり越こえていこう。

　この先さきもずっと、

　あなたのとなりにいたいから。



[image: ]







[image: ]

　卒そつ業ぎょう式しきの帰かえり道みち。

　あたたかな春はるの日ひ差ざしをあびながら、私わたしは伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに歩あるいていた。

　先せん輩ぱいと帰かえるのは、何なん度ど目めだろう。

　先せん輩ぱいが私わたしを待まっていてくれたことや、雪ゆきの降ふる中なか、傘かさに入いれてもらったこともあったっけ。

　いっしょに帰かえるときは、いつも先せん輩ぱいの背せ中なかを追おいかけてた。

　でも、今日きょうは、今いままでとは違ちがう。

　先せん輩ぱいとカレカノになってから、初はじめて、先せん輩ぱいのとなりを歩あるいてるんだ。

　すぐそばから私わたしを見み下おろして、先せん輩ぱいが優やさしい声こえで言いう。

「卒そつ業ぎょう式しきの入にゅう退たい場じょうの演えん奏そう、よかった」

「ありがとうございます！　先せん輩ぱいにそう言いっていただけてうれしいです」

　私わたしは、先せん輩ぱいを見み上あげて、笑え顔がおでこたえた。

　卒そつ業ぎょう式しきの演えん奏そうには、３年ねん生せいの先せん輩ぱいたちがいない。

　初はじめて１、２年ねん生せいだけで演えん奏そうしたんだ。

　心こころ細ぼそかったけど、先せん輩ぱいたちに誇ほこってもらえるような演えん奏そうをしたくて、練れん習しゅうをがんばった。

　それに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに届とどくよう、心こころをこめて吹ふいたから、『よかった』って言いってもらえて、とってもうれしい。

　私わたしの言こと葉ばにほほえんでこたえてくれた先せん輩ぱいは、つないだ手てを、きゅっと軽かるくにぎった。

　先せん輩ぱいがつないでくれている手ては、大おおきくて、頼たのもしくて、あたたかい。

　だけど、駅えきはもう目めの前まえ。

　この手てを、もうすぐ離はなさなくてはいけない。

　先せん輩ぱいといっしょの時じ間かんは、いつもあっという間まで、名な残ごり惜おしいよ。

　駅えきの少すこし前まえで、先せん輩ぱいが足あしを止とめた。

「卒そつ業ぎょう式しきの帰かえりは、さすがに人ひとが多おおいな」

「そうですね」

　先せん輩ぱいが言いったとおり、改かい札さつの前まえには卒そつ業ぎょう生せいがたくさんいる。

　それだけじゃない。

　私し服ふく姿すがたの女じょ子したちも、駅えきの前まえで誰だれかを待まっているみたいに、きょろきょろしてる。

「もしかして……」

　あの人ひとたち、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのファンかも！

　卒そつ業ぎょう式しきに出しゅっ席せきできる在ざい校こう生せいは、入にゅう退たい場じょうの曲きょくを演えん奏そうする吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんだけ。

　だから、卒そつ業ぎょう式しきに出でられなかったファンの人ひとたちが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを一ひと目め見みたくて待まってるのかな。

「まぁ……そうだろうな」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいも私わたしと同おなじことを考かんがえているみたい。

　私わたしの心こころの中なかは、『どうしよう！』って大おおあわて。

　だって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと手てをつないで歩あるいてるところを見みられたら、間ま違ちがいなく大おおさわぎになって、先せん輩ぱいに迷めい惑わくをかけてしまう。

「時じ間かん差さで帰かえりましょう。私わたし、しばらく時じ間かんをつぶしてから駅えきに行いきますから、先せん輩ぱいは先さきに……。いえ、私わたしが先さきに帰かえって、先せん輩ぱいはみなさんがいなくなってから帰かえるほうが安あん全ぜんでしょうか」

　どちらにしても……私わたしはここで先せん輩ぱいとお別わかれだ。

　離はなそうとした手てを、先せん輩ぱいがぎゅっとにぎってひきとめた。

「えっ、……先せん輩ぱい？」

　おどろいて先せん輩ぱいを見み上あげると、先せん輩ぱいは少すこし困こまったような顔かおをして聞きいてきた。

「もうちょっと歩あるくけど、次つぎの駅えきまでつきあってくれる？」

「……っ！」

　私わたしといっしょに、このまま、次つぎの駅えきまで歩あるいていこう……ってこと？

　先せん輩ぱいも、まだ私わたしといっしょにいたいって、思おもってくれているのかな。

「はい！　もちろんです」

　先せん輩ぱいの気き持もちがうれしくて、とびきりの笑え顔がおを向むけると、先せん輩ぱいはふっと笑わらってくれた。

　次つぎの駅えきに向むかって、私わたしたちは、ふたりでならんで歩あるき出だした。

　初はじめて歩あるく道みちも、先せん輩ぱいといっしょだと、景け色しきがぜんぶキラキラして見みえる。

「明日あした、どっか行いきたいところある？」

　突とつ然ぜん、先せん輩ぱいが口くちにしたその話わ題だいに、ドキッとしちゃった。

　明日あしたは、私わたしの誕たん生じょう日び。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいはさっき、デートにさそってくれたんだ。

　先せん輩ぱいが私わたしの誕たん生じょう日びを覚おぼえてくれていただけでうれしいのに。

　誕たん生じょう日びに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと初はじめてのデートができるなんて……！

　それだけで、最さい高こうの誕たん生じょう日びプレゼントをもらった気き分ぶんだよ。

「お前まえの誕たん生じょう日びだから。行いきたいとこあるなら教おしえて」

「ありがとうございます……！」

　先せん輩ぱいといっしょなら、どこでも楽たのしいにきまってるから、逆ぎゃくに、どこへ行いこうか迷まよってしまう。

　うーん。どうしよう。あっ！　そうだ！

　前まえに、さっこや加か代よちゃんといっしょに、『理り想そうのデート』で盛もり上あがったとき、私わたしは、

『遊ゆう園えん地ちに行いったり、買かい物ものしたりかな』

　って、言いったんだった。

「私わたし、先せん輩ぱいと買かい物ものデート……したいです」

　はずかしくて、だんだん声こえが小ちいさくなっちゃったけど、先せん輩ぱいにはちゃんと届とどいたみたい。

　先せん輩ぱいはくいっと口くちの端はしをあげた。

「りょーかい」

　その声こえとほほえみに、キュンって胸むねがふるえた。

　ああ、もう。かっこよすぎて心しん臓ぞうがもたないよ。

「明日あした、楽たのしみにしてます」

「ああ」

　先せん輩ぱいは少すこし目めを細ほそめながら、

「俺おれも」

　そう言いって優やさしく笑わらってくれた。
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　先せん輩ぱいも、明日あしたのデートを楽たのしみにしてくれているんだ。

　そう思おもったら、トキメキがとまらない。

　いつまでも、こうして話はなしていたかったけれど……。

　あっという間まに、次つぎの駅えきについてしまった。

　改かい札さつの前まえで立たち止どまって、手てを離はなす。

「じゃあ、また明日あした。気きをつけて帰かえれよ」

「はい！」

　──また明日あした。

　その言こと葉ばがうれしくて、一いっ瞬しゅんでさみしさが吹ふき飛とんだ。

　明日あしたも、先せん輩ぱいと会あえる。

　先せん輩ぱいが、私わたしの『理り想そうのデート』を叶かなえてくれる。

　会あえる約やく束そくがあるって、こんなにうれしくて幸しあわせなんだね。

　いつも切せつなくなる『さよなら』の瞬しゅん間かんを、心こころからの笑え顔がおですごすことができるんだって、私わたしは初はじめて知しったんだ。
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　次つぎの日ひ──。

　いつもは二に度ど寝ねする日にち曜よう日びの朝あさだけど、今日きょうはいつもよりだいぶ早はやく目めが覚さめちゃった。

　緊きん張ちょうとドキドキでそわそわしてしまって、むだに部へ屋やの中なかをうろうろしちゃう。

「よし、準じゅん備びを始はじめよう」

　お気きに入いりの春はる色いろワンピースに袖そでを通とおして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいからバレンタインにもらった、桜さくらのネックレスをつける。

　かわいいハンカチにポケットティッシュ、お財さい布ふ、スマホ。

　ショルダーバッグの中なか身みもしっかり確かく認にんした。

　それから、ていねいにブラッシングした髪かみを、頭あたまの上うえでくるんとお団だん子ごにする。

　鏡かがみをのぞきこんで、ほんのり色いろつきのリップを塗ぬって、準じゅん備びはおしまい。

「これでどうかな……」

　雑ざっ誌しのデート特とく集しゅうを見みながら、服ふくも髪かみ形がたも気き合あいを入いれてがんばってみた。

　だって、今日きょうは伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの初はつデート！

　絶ぜっ対たいにかわいくしたいよ。

　ほんのちょっとでいいから、先せん輩ぱいにかわいいって思おもってもらえたらいいな。

　だけど……。

「うーーーーーん……。気き合あい、入いれすぎかな」

　がんばりすぎてる感かんじがして、鏡かがみの前まえでうなってしまう。

「やっぱりハーフアップにしようかな」

　お団だん子ごをほどいて、三みつ編あみハーフアップにしてみた。

「うーーん。いつもとあまり変かわらないかも」

　困こまり果はてて、雑ざっ誌しをパラパラめくってると……。

「あ！　これいいかも！」

　ふんわりした袖そでと、ひらひら広ひろがるワンピースにもぴったり。

「よし、これで行いこう」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの私し服ふく姿すがたは、いつもおしゃれで似に合あってるから、となりを歩あるく私わたしだって、先せん輩ぱいにぴったりの、おしゃれな子こでいたい。

　私わたしは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの『彼かの女じょ』なんだから。

「行いってきます～！」

　お気きに入いりの靴くつをはいて、私わたしは玄げん関かんを飛とび出だした。




「ちょっと早はやく着つきすぎたかな……」

　待まち合あわせ場ば所しょに着ついたのは、約やく束そくの20分ぷんも前まえ。

　さすがに伊い吹ぶき先せん輩ぱいは来きていない。

「場ば所しょ、ここで合あってるよね」

　急きゅうに不ふ安あんになってきて、昨日きのうの夜よる、先せん輩ぱいから届とどいたメッセージをたしかめる。

　待まち合あわせ場ば所しょは、初はじめて降おりる駅えきの、大おお型がたショッピングモール。

「１階かいにある『待まち合あわせの鐘かね』の前まえ……」

　うん、だいじょうぶ。間ま違ちがいない。

　ほっと息いきをついて、ぐるりとまわりを見み渡わたす。

　都と会かいの大おおきな街まちで、歩あるいている人ひとたちもみんなおしゃれだ。

　学がっ校こうからは遠とおいから、知しってる人ひとに会あわないですみそうかな。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、いつもここにお買かい物ものに来きてるのかな？

　行いき交かう人ひとたちを眺ながめて、あれこれ考かんがえながら先せん輩ぱいを待まつ。

「あと15分ふん」

　待まち合あわせ時じ間かんが近ちかづいてくると、なんだかソワソワしてきた。

「これがデートなんだ……」

　ドキドキとわくわくと緊きん張ちょうで、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしちゃいそうだよ。

　そのとき、バッグの中なかのスマホが、ピコン！と鳴なった。

　急いそいでスマホを見みると……。


『さくら～。お誕たん生じょう日びおめでとう～！　今日きょうは家いえにいる？』



　さっこと加か代よちゃんと私わたし、３人にんのグループチャットに、さっこからのメッセージが届とどいていた。

『ありがとう！』のスタンプを送おくると、加か代よちゃんからもメッセージが届とどいた。


『誕たん生じょう日びおめでとう！　もしかして、今日きょうはデート??』



　わわっ。するどい！

『うん』っていうスタンプを送おくると、ふたりから、ハートのスタンプが大たい量りょうに送おくられてきた。


『すごい～！　さくら、よかったね！』

『伊い吹ぶき先せん輩ぱいにお祝いわいしてもらえるの、最さい高こうすぎる～！』

『明日あした、さっこといっしょに、さくらの家いえにプレゼント渡わたしに行いくね～』

『話はなしいっぱい聞きかせて！　私わたしもいろいろ報ほう告こくがあるから、女じょ子し会かいしよう！』

『楽たのしんでね！』



　ふたりからのメッセージがうれしくて、ほおがゆるむ。

　さっこの報ほう告こくも楽たのしみだな。


『ありがとう！　緊きん張ちょうするけど楽たのしんでくるね。明日あした、楽たのしみにしてる！』



　ふたりにメッセージとスタンプを送おくると、スマホの時と計けいが目めに飛とびこんできた。

　約やく束そくの10分ぷん前まえだ。

　そのとき──……。

「吉よし川かわ」

　少すこし低ひくめの大だい好すきな声こえが、上うえからふってきた。

　どきん！

　とたんに、私わたしの胸むねは高たか鳴なり始はじめる。

　顔かおをあげると、そこには──。




「悪わるい。待またせたな」




　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが立たっていた。
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「先せん輩ぱい……！　おはようございます！」

　いつものように、ガバッと頭あたまをさげる。

　先せん輩ぱいは苦にが笑わらいして、私わたしの頭あたまをぽんとなでた。

「部ぶ活かつじゃないんだから、そんなにかしこまるなよ」

「はっ。そうでした」

　つい、クセでやってしまった……！

　緊きん張ちょうとはずかしさで、あわててしまう。

　ちらりと目め線せんをあげると、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが私わたしを見み下おろしている。

　あたりまえだけど、本ほん物ものの伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ。

　待まち合あわせ場ば所しょに、本ほん当とうに伊い吹ぶき先せん輩ぱいが来きた……！

　しかも、すっっっごくかっこいい！

　いつもより、ちょっと大人おとなっぽい……かも。

　思おもわず見みつめてしまっていたら、先せん輩ぱいがふしぎそうに言いった。

「……？　どうした？」

「先せん輩ぱい、かっこいいです……」

　あっ、しまった！

　私わたしはあわてて口くちを手てでふさいだ。

　キュンとしすぎて心こころの声こえがもれてしまった……！

　そんな私わたしを見みて、先せん輩ぱいはふっと笑わらった。

「まぁ、デートだからな」

「……っ。『デート』……！」

　先せん輩ぱいの口くちから聞きくその言こと葉ばに、いっきに顔かおが熱あつくなってしまった。

「顔かお、真まっ赤か。お前まえさ、俺おれのこと好すきすぎだろ」

「うっ……。そ、そうですけど！　いや、なに言いわせるんですか！」

　なんだか、あわてすぎて、よけいなことまで言いってしまっている気きがする。

「ははっ。そんな感かんじでいいから。今日きょうは、『先せん輩ぱいと後こう輩はい』じゃないだろ」

「……そうでした」

　学がっ校こうでは『先せん輩ぱいと後こう輩はい』だけど……。

　今日きょうは、『カレカノ』なんだよね。

　さすがに敬けい語ごはなくせそうにないけれど、部ぶ活かつのときみたいに、かしこまらなくてもいいってことだ。

「私わたし、楽たのしみすぎて緊きん張ちょうしちゃってました」

　へへって照てれ笑わらいをすると、先せん輩ぱいはじーっと私わたしを見みつめた。

「………………？」

　先せん輩ぱいは、それっきり、口くちを閉とざしてしまった。

　もしかして、この髪かみ形がた、似に合あってなかった？

　春はる色いろワンピ、どこかヘンだったかな……？

　急きゅうに不ふ安あんになってきてしまって、私わたしは思おもい切きって聞きいてみた。

「あ、あの……。今日きょうの私わたし、なにか、ダメ……でしたか？」

　そう言いうと、先せん輩ぱいははっとしたような顔かおになった。

「いや、悪わるい。普ふ通つうに見みとれてた」

「えっ!?」





「似に合あってるよ。すげーかわいい」






「!!」

　え……。え!?

　今いま、『すげーかわいい』って言いってもらった……!?

　おどろきすぎて口くちをパクパクしていると、先せん輩ぱいが意い地じ悪わるに笑わらった。

「なにその反はん応のう」

「せ、先せん輩ぱい……。私わたし、今いま、夢ゆめでも見みてるんでしょうか……」

「なんだよそれ。現げん実じつだって」

「い、いえ、なんだか……信しんじられなくて」

「本ほん心しんに決きまってるだろ。ていうか、好すきな人ひとに言いわないで、誰だれに言いうんだよ」

「す、『好すきな人ひと』……！」

　その言こと葉ばに、トドメを刺さされてしまった気き持もちになる。

　まだ、待まち合あわせしただけで、デートが始はじまってもいないのに！

「へぇ」

　にやりと意い地じ悪わるに笑わらった先せん輩ぱいは、私わたしの耳みみ元もとでささやいた。

「好すきだ」

「!!」

　な、ななななにこれ！

　意い地じ悪わるだってわかってるのに、ぼぼっと顔かおが熱あつくなってしまう。

　だ、ダメだ。

　私わたしの精せい神しん力りょくが、待まち合あわせただけでなくなっちゃう！

　余よ裕ゆうたっぷりの様よう子すでほほえむ先せん輩ぱいに、がんばってキリッとした顔かおを向むけた。

「先せん輩ぱい、『好すき』のムダづかいはやめてください！」

「じゃあ、もう言いわない」

「えっ。それは困こまります！」

「あははっ」

　もう！　もう……！

　初はつデートなのに、からかわれ放ほう題だいだよー！

「このままだと、ここで日ひが暮くれるな」

　先せん輩ぱいはひとしきり笑わらったあと、私わたしの頭あたまをぽんぽんした。

「じゃあ、そろそろ行いくか」

「はい！」

　先せん輩ぱいは、ぎゅっと私わたしの手てをにぎって歩あるき出だした。

　先せん輩ぱいと手てをつなぐの、ぜんぜんなれなくてドキドキしちゃうよ。

　でも、とってもうれしい。

　先せん輩ぱいの大おおきな手てって、頼たのもしくて、すごく安あん心しんするんだ。

　今日きょうは、最さい高こうにすてきな日ひになるに違ちがいないって確かく信しんした。
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　それから、私わたしたちはウインドウショッピングを楽たのしんだ。

　洋よう服ふく屋やさん、雑ざっ貨か屋やさん、本ほん屋やさん。

　お店みせに入はいるたびに、先せん輩ぱいの『好すき』なものを知しることができたし、私わたしの『好すき』なことも知しってもらえた。

　そんな中なか、先せん輩ぱいが足あしを止とめたのは、メガネ屋やさん。

「ちょっと見みていっていいか？」

「はい、もちろんです。……でも、先せん輩ぱいってメガネかけてませんよね？」

　部ぶ活かつで合がっ奏そうをしているときも、勉べん強きょうを教おしえてもらったときも、これまで、メガネをかけた先せん輩ぱいって見みたことがない。

「かけ始はじめたのはここ最さい近きん。授じゅ業ぎょう中ちゅうだけだしな」

「えっ！」

　私わたしは、思おもわず声こえを上あげてしまった。

「……メガネ姿すがたを見みられるなんて、先せん輩ぱいと同おなじクラスだった人ひとがうらやましいです」

「そんな特とく別べつなものじゃないだろ」

「私わたしにとっては特とく別べつですよ。できるだけ、いろんな伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みたいというか……」

「へぇ」

　くいっと口くちの端はしを上あげた先せん輩ぱいを見みて、ハッとした。

　私わたし、また、心こころの声こえが出でちゃった気きがする！

　真まっ赤かになってしまいそうな顔かおをごまかすように、あわててとりつくろう。

「が、楽がく譜ふは見みえるんですか？」

「楽がく譜ふは問もん題だいない。黒こく板ばんが見みえにくいだけだから。もうすぐコンタクトにするつもり」

「そうなんですか……」

「あからさまにがっかりするなよ」

「だって……」

　しょんぼり顔がおで先せん輩ぱいと目めを合あわせて、思おもわず、ぷっと吹ふき出だしちゃった。

　なんだか不ふ思し議ぎ。

　朝あさはガチガチに緊きん張ちょうしていたのに、今いまは自し然ぜんにお話はなしができてる。

　先せん輩ぱいが、さりげなく、『カレカノ』として、楽たのしくおしゃべりできる雰ふん囲い気きを作つくってくれてるおかげだ。

　先せん輩ぱいのこと、知しれば知しるほど、もっと好すきになるよ。

　幸しあわせをかみしめていたら、肩かたをトントンってされた。

　振ふり向むくと……。

「ほら」

　あきれ顔がおの先せん輩ぱいが、メガネをかけていたんだ！

「……！」

　かかか、かっこいい！

　言こと葉ばにならない悲ひ鳴めいを上あげてしまう。

「はい、おしまい」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、サッとメガネを取とって、売うり場ばに戻もどしてしまった。

　かっこいい余よ韻いんで、ぽーっとしてしまった私わたしに、先せん輩ぱいは笑わらいながら、向むかいのお店みせを指ゆびさした。

「そこの楽がっ器き屋や、よく行いくんだ。見みに行いこう」

「はい！」

　先せん輩ぱいがよく行いく楽がっ器き屋やさんを知しることができて、うれしいな。

　心こころをはずませながら、いっしょに楽がっ器き屋やさんに入はいる。

　広ひろい店てん内ないには、楽がく譜ふがぎっしり詰つまった棚たながいくつもならんでいた。

「すごい……！」

「ここなら、探さがしてる楽がく譜ふはだいたい見みつかるんだ」

　そう言いって、先せん輩ぱいは楽がく譜ふ棚だなの間あいだを歩あるき出だす。

　そういえば、学がっ校こう以い外がいの場ば所しょで、初はじめて伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みたのは楽がっ器き屋やさんだった。

　あのとき、先せん輩ぱいは椿つばき先せん輩ぱいといっしょにいて。

　椿つばき先せん輩ぱいのこと、てっきり伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょだと思おもって、落おちこんだんだよね。

　あのころから伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すきだったってことは、まだ秘ひ密みつにしておこう。

「お前まえさ、本ほん当とうはトランペットが吹ふきたかったの？」

「え？」

　突とつ然ぜんの先せん輩ぱいの言こと葉ばに、目めをぱちくりした。

「どうしてですか？」

「お前まえが入にゅう部ぶしてすぐのころ、別べつの楽がっ器き屋やで偶ぐう然ぜん会あっただろ。そのとき、トランペットの楽がく譜ふを見みてなかったか？」

「ぐっ」

　思おもわず変へんな声こえがもれてしまった。

　たしかに……見みてた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに吹ふいてもらえたらな～って、トランペットの楽がく譜ふを見みてたんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいたちの姿すがたに気きづいて、あわてて楽がく譜ふを棚たなに戻もどしたんだけど……。

　何なんの楽がく譜ふを見みてたのかまで、バレてたなんて！

「そ、そういうわけじゃないんですけど……」

「ふーん」

　どうやら伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしの真しん意いに気きづいてないみたい。

　よかった……と、ひとりでほっとしていたら。

「あ、これ」

　先せん輩ぱいが見みていたのは、楽がっ器きをふくクロス。

「俺おれの誕たん生じょう日びに、お前まえがプレゼントしてくれたやつじゃない？」

「そうです！」

　先せん輩ぱいの誕たん生じょう日び、何なにを贈おくろうかすごく迷まよって、楽がっ器き用ようのクロスに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの銀ぎん色いろのトランペットを刺し繡しゅうして渡わたしたんだ。

「今いまも大だい事じに使つかってる」

「うれしいです」

　もう、三ヶ月げつ以い上じょうも前まえのことなんだ。

　ドキドキしながら先せん輩ぱいの家いえに行いった、去きょ年ねんの11月がつ23日にち。

　あのころは、先せん輩ぱいとカレカノになれるなんて、思おもってもみなかったな。

「ピンクもあるんだな」

「本ほん当とうですね。この淡あわいピンク、かわいいです」

　実じつは、先せん輩ぱいにクロスをプレゼントしたあと、自じ分ぶん用ようにも買かっておけばよかったって、ちょっと後こう悔かいしたんだ。

　先せん輩ぱいと色いろ違ちがいのおそろいクロス、持もってるだけで元げん気きが出でそうだから。

　そんなことを思おもっていたら、先せん輩ぱいがひょいとクロスを手てに取とった。

「これ、俺おれにプレゼントさせて」

「えっ。でも……」

「誕たん生じょう日びプレゼントってことで。いい？」

　それって、おそろいのクロスを、私わたしにも持もっててほしいって、先せん輩ぱいが思おもってくれた……ってことかな？

　先せん輩ぱいの気き持もちがうれしくて、胸むねがいっぱいになる。

「はい！　ありがとうございます！」

「よかった。じゃ、ちょっとここで待まってて」

　レジに向むかった先せん輩ぱいは、お会かい計けいを終おえてすぐに戻もどってきた。

「誕たん生じょう日び、おめでとう」

「……ありがとうございます！」

　先せん輩ぱいから、かわいくラッピングされた袋ふくろを受うけ取とる。

「おそろいのクロス、すごくうれしいです。私わたし、きっと新しん学がっ期きからも部ぶ活かつがんばれます！」

「ああ、そうだな」

　先せん輩ぱいは、優やさしいまなざしでほほえんでくれた。
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　新しん学がっ期きになったら、部ぶ活かつに行いっても、そこに先せん輩ぱいはいない。

　でも、先せん輩ぱいとおそろいのクロスがあれば、離はなれていても、がんばれるって思おもうんだ。

　お祭まつりに行いった日ひに、先せん輩ぱいからもらったピンクのこけしキーホルダー。

　全ぜん国こく大たい会かいで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと崎さき山やまくんと、柴しば田たさんと私わたしで撮とった写しゃ真しん。

　バレンタインにもらった、桜さくらのネックレス。

　そして、先せん輩ぱいと色いろ違ちがいのクロス。

　私わたしの大たい切せつな宝たから物ものが、またひとつ増ふえたんだ。
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「そろそろ昼ひるだな。昼ひる飯めし食くいに行いくか」

「はい！」

　買かい物ものを楽たのしんだあと先せん輩ぱいはおしゃれなカフェに連つれてきてくれた。

「ここのオムライス、おいしいんだ。……お前まえ、好すきだって言いってただろ」

「はい、大だい好すきです！」

　クリスマスイブに好すきな食たべ物ものを聞きかれて『オムライス』って答こたえたのを、先せん輩ぱいは覚おぼえてくれてたんだ。

　テーブルに運はこばれてきたオムライスを見みて、目めが輝かがやいちゃう。

　先せん輩ぱいは、デミグラスハンバーグオムライス。

　私わたしは、ホワイトソースのオムライス。

　とってもおいしそう！

「「いただきます」」

　先せん輩ぱいといっしょに、オムライスをぱくっと口くちに運はこんだ。

「おいしいです！」

「だろ」

　ちょっとドヤ顔がおの先せん輩ぱいに思おもわず笑わらってしまった。

　すっごく楽たのしくて、おいしくて、幸しあわせだ。

「お前まえさ、うまそうに食たべるんだな」

「え！」

　先せん輩ぱいが、目めの前まえで優やさしくほほえんで言いった。

「ほかにもオムライスのおいしい店みせあるから、今こん度ど連つれてってやるよ」

「ありがとうございます。じゃあ、私わたしは先せん輩ぱいが好すきな、お肉にく料りょう理りのおいしいお店みせを探さがしますね」

「ああ、楽たのしみにしてる」

　これからもこんなふうに、先せん輩ぱいといっしょにいろんなところへ行いく約やく束そくができるんだ。

　先せん輩ぱいとカレカノになれたことを、あらためて実じっ感かんする。

　オムライスのあとは、デザートのミニパフェも食たべて、大だい満まん足ぞく。

　なんて幸しあわせな誕たん生じょう日びなんだろうってかみしめた。




　お店みせを出でて、あちこち見みて歩あるいていたら、もう３時じを過すぎていた。

「５時じには家いえに着ついたほうがいいだろ？」

「あ、はい。家か族ぞくが急きゅうにケーキを作つくるって張はり切きっていて……」

　家いえではきっと、私わたしの誕たん生じょうパーティーの用よう意いをしてくれているはずだ。

「じゃあ、あと30分ぷんくらいで帰かえるか。お前まえの家いえの近ちかくの駅えきまで送おくる」

「ありがとうございます」

　あと30分ぷんか……。

　ここから家いえまで１時じ間かん以い上じょうかかるから、しかたない。

「手て作づくりケーキか。よかったな」

「まぁ……。はい。あはは」

　昨日きのうの夜よる、お兄にいちゃんが突とつ然ぜんケーキを焼やくって言いいだしたの。

　でも、私わたしは知しってるんだ。

　そのケーキ、明後日あさってのホワイトデー用ようの予よ行こう練れん習しゅうだってことを！

　ホワイトデーといえば……。

　本ほん当とうはね、私わたしも伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、今こん度どこそ生なまチョコを渡わたしたい。

　バレンタインデーのために作つくったチョコは、学がっ校こうで没ぼっ収しゅうされてしまったから……。

　それに、バレンタインに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいからもらったすてきなネックレスのお返かえしに、あらためてホワイトデーにチョコを渡わたしたいって思おもって。

　今日きょう会あったばかりなのに、明後日あさっても会あいたいなんて、言いってもいいのかな。

　メールや電でん話わをどうしたらいいか相そう談だんしたとき、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは『これからは何なんでも言いえよ』って言いってくれたから、聞きくだけでも、聞きいてみようかな。

　──明後日あさってのホワイトデー、少すこしでいいので会あってもらえますか？

　そう、言いいかけた、そのときだった。





「楓かえでさま……!?」






　悲ひ鳴めいのような声こえが聞きこえてきた。

　──楓かえで、さま……？

　イヤな予よ感かんがして、先せん輩ぱいと顔かおを見み合あわせる。

　声こえがしたほうを見みると、そこには、間ま違ちがいなく私わたしたちを見みている女じょ子しが３人にん！

　部ぶ活かつ帰がえりなのか、黒くろ羽ばね中ちゅうの制せい服ふくを着きてる。

『楓かえでさま』ってことは……きっと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのファンクラブの人ひとたちだよね。

　イヤな予よ感かんがして、心こころがざわめき始はじめる。

「ねえ見みて！　楓かえでさまが女じょ子しといっしょにいる！」

「本ほん当とうだ！　手てつないでる！」

「どういうこと!?」

　ど、どうしよう！

　手てをつないでいるところを、学がっ校こうの人ひとに見みられちゃった！

『私わたしはただの後こう輩はいです！　部ぶ活かつの用よう事じで先せん輩ぱいと買かい物もの中ちゅうなんです』って、ごまかせそうにない。

　思おもわず離はなそうとした手てを、先せん輩ぱいがぎゅっとにぎってくれた。

「行いくぞ」

「は、はい」

　おどろいているファンの人ひとたちを無む視しして、先せん輩ぱいは私わたしの手てを離はなすことなく歩あるき続つづけた。

　歩あるいて、歩あるいて……ひと気けのないところまでやってくると、先せん輩ぱいは私わたしを気きづかうように、ベンチに座すわらせてくれた。

「さっきの、気きにすんな。なんかあったら俺おれに言いえよ」

「……はい」

　まだドキドキが止とまらない。

　私わたしのとなりに座すわった先せん輩ぱいは、安あん心しんさせるような、やわらかい声こえで言いった。

「今日きょうは楽たのしかった」

　笑え顔がおでまっすぐ見みつめられて、不ふ安あんはどこかに消きえていく。

「……私わたしもです」

「お前まえの誕たん生じょう日び、俺おれに祝いわわせてくれてありがとな」

「こちらこそ、ありがとうございます。先せん輩ぱいにお祝いわいしてもらえて、すごくうれしいです。私わたし、今日きょうのこと絶ぜっ対たいに忘わすれません」

　目めを細ほそめてほほえむ先せん輩ぱいを見みたら、何なにがあっても、きっとだいじょうぶだって思おもえてくる。





　──先せん輩ぱい、大だい好すきです。






　心こころの中なかで、何なん度ども告つげる。

　来らい年ねんも、再さ来らい年ねんも、先せん輩ぱいにお祝いわいしてもらえたらいいな。
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「「さくら、誕たん生じょう日びおめでとう～！」」

「ありがとう！」

　デートの次つぎの日ひ、さっこと加か代よちゃんが、プレゼントを持もって遊あそびに来きてくれた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの誕たん生じょう日びデート、どうだった～？」

「どこに行いったの～？」

　にやにや顔がおのさっこと加か代よちゃんが、ずいっとせまってくる。

「楽たのしすぎて夢ゆめみたいだったよ……。先せん輩ぱいと買かい物ものして、オムライス食たべに行いったんだ」

「え！　買かい物ものデートって、さくらの『理り想そうのデート』だよね!?」

「しかもオムライス、さくらの大だい好こう物ぶつ！」

「そうなの！　理り想そうのデート、叶かなえてもらっちゃった。それに、前まえに好すきな食たべ物ものはオムライスって答こたえたのを覚おぼえててくれて。オムライスがおいしいカフェに連つれて行いってくれたんだ」

　思おもい出だしただけで、幸しあわせすぎて顔かおがゆるんじゃう。

　さっこと加か代よちゃんも、きゃーきゃー言いってる。

「さすが伊い吹ぶき先せん輩ぱいだね！　イケメンってだけじゃなくて、すべてがカンペキだよ！」

「いいなぁ～～～。最さい高こうの彼かれ氏し～～」

　３人にんでジタバタしながら幸しあわせをかみしめる。

　さっこは、ぐいっとオレンジジュースを飲のんで息いきを整ととのえると、にやっと笑わらった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいって、部ぶ活かつのときとデートのときって違ちがったりするの？」

「え～～～！　それ知しりたい～～～！」

　加か代よちゃんも目めをキラキラさせている。

「う～～ん」

『部ぶ活かつの先せん輩ぱい』の伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、『彼かれ氏し』の伊い吹ぶき先せん輩ぱい……。

　優やさしくて意い地じ悪わるなのは、いっしょだけど。

「ちょっと……違ちがうかもしれない」

　声こえをあげて笑わらったり、ぎゅっと手てをつないでくれたり。

　さらっと『かわいい』って言いってくれるなんて、びっくりだった。

「ちょっと～～。さくら、にやけすぎ！」

　わわっ。いけないいけない。

　思おもいっきりにやけてしまってた！

「さくらだけが知しってる伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいるってことだ！」

　あわててクッションにつっぷして、顔かおをかくす。

「秘ひ密みつ！」

「「え～～～」」

　クッションにうもれながら、デートの最さい後ごに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンクラブっぽい人ひとに見みつかってしまったことを思おもい出だした。

　先せん輩ぱいは、もう、卒そつ業ぎょうしてしまったし、これ以い上じょう、学がっ校こうで何なにかが起おこることは、ないよね……？

　胸むねによぎった不ふ安あんをふりはらうように、ガバッと顔かおを上あげる。

「それよりも、さっこ！　報ほう告こくがあるって言いってたよね！」

　くるしまぎれに、さっこに話はなしをふってみた。

　卒そつ業ぎょう式しきの日ひ、公こう園えんでバッタリ会あったさっこと高たか田だ先せん輩ぱいは、手てをつないでいて。

　高たか田だ先せん輩ぱいは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと私わたしに『カレカノ宣せん言げん』したんだ！

　何なにがどうなってそうなったのか、知しりたいよ。

　さっこは、ふにゃっとした笑え顔がおになった。

「実じつは……。高たか田だ先せん輩ぱいとおつきあいすることになりました！」

　顔かおを真まっ赤かにして言いうさっこに、私わたしと加か代よちゃんは思おもわず抱だきついちゃった！

「さっこ！　おめでとう～～！」

「ついにカレカノだ～～！」

　詳くわしく話はなしを聞ききたくて、期き待たいをこめた目めで見みつめていたら、さっこはクッションをぎゅっと抱だきしめた。

「卒そつ業ぎょう式しきの日ひに、思おもい切きって『いっしょに帰かえりたいです』ってメッセージ送おくって、いつもの公こう園えんで待まってたら……。高たか田だ先せん輩ぱい、来きてくれたの」

　幸しあわせそうな顔かおをしたさっこの話はなしを、私わたしと加か代よちゃんはドキドキしながら聞きく。

　さっこの目めは少すこしうるんでいて、私わたしまでうるうるしちゃうよ。

　さっこと高たか田だ先せん輩ぱいは、映えい画がデートやランチデートをしていて、いい雰ふん囲い気きだった。

　それなのに、先せん輩ぱいは部ぶ活かつを引いん退たいして『鉄てつのオキテ』から解かい放ほうされても、いっこうに告こく白はくしてくれなかったんだ。

　もう２回かいも告こく白はくをしているさっこは、『私わたしからは絶ぜっ対たいに言いわないんだ！　高たか田だ先せん輩ぱいが、バシッと言いってくれるのを待まつよ』って、言いっていた。

「高たか田だ先せん輩ぱい、すっごくかっこよかったよ。『いつの間まにか、いつもさえちゃんを探さがすようになってたんだ』『僕ぼくとつきあってください』って言いってくれたの！」

「「きゃ～～～～!!」」

　高たか田だ先せん輩ぱいの気き持もちを信しんじて待まってたさっこ。

　ついに告こく白はくしてもらえて、カレカノになれたんだね！

　高たか田だ先せん輩ぱい、かっこいいよ！

　３人にんで、またもやジタバタしちゃった。

　ふと、加か代よちゃんがピタッと動うごきを止とめて「うん？」と首くびをひねる。

「今いま、『さえちゃん』って言いった？」

「私わたしもそれ、気きになってた!!」

　加か代よちゃんと私わたしのつっこみに、さっこは真まっ赤かなほおを両りょう手てで包つつんだ。

「高たか田だ先せん輩ぱいね、部ぶ活かつ引いん退たいしてから、私わたしのこと、『さえちゃん』って呼よんでくれるようになったんだ～」

「ふたりの間あいだだけの呼よび方かたがあるって、なんかいい～！　カレカノっぽい！」

「さっこはなんて呼よんでるの？」

「……『はるくん』」

　クッションで顔かおをかくして、照てれてるさっこがかわいすぎるよ！

「さえちゃんとはるくん……か～～～」

「きゅんきゅんしちゃうね」

　いいなぁ～。すてきすぎるよ～。

　私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに「さくら」って、呼よんでもらえる日ひが来くるのかな。

　先せん輩ぱいのことも、いつか名な前まえで呼よべたらいいな。

「楓かえで先せん輩ぱい」「楓かえでさん」「楓かえでくん」「楓かえで」……？

　ひゃー！　ムリムリ！　はずかしくって、絶ぜっ対たいに呼よべない！

　ちょっと想そう像ぞうしただけで、ぼぼっと顔かおが熱あつくなっちゃうよ。

　となりを見みたら、加か代よちゃんもジタバタしてた。

　そんな私わたしたちに、さっこがスマホの画が面めんをズイッと突つき出だした。

「見みて！　卒そつ業ぎょう式しきの日ひに撮とってもらったんだ～」

　さっこが見みせてくれたのは、高たか田だ先せん輩ぱいとのツーショット写しゃ真しん！

「わ～～！　最さい高こうだね！」

「でしょ～～。高たか田だ先せん輩ぱいの中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふく、これで見み納おさめだから、写しゃ真しん撮とっておきたかったんだ」

「同おなじ中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふくで写しゃ真しん撮とれるの、これが最さい後ごだったもんね。よかったね、さっこ！」

「うん！　制せい服ふくのボタンももらったんだよ～～」

「いいなぁ～～。カレカノって感かんじ～～！」

　わいわい楽たのしそうなさっこと加か代よちゃんの横よこで、私わたしはひとり、はにわ顔がおで固かたまっていた。

「どうしたの、さくら」

「……忘わすれた」

「え？」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと写しゃ真しん撮とるの忘わすれた～～～～！」

「「ええ～～～!!」」

　やってしまった！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふく姿すがた、もう見みられないのに！

　同おなじ制せい服ふくで撮とりたかったのに！

　制せい服ふくのボタンももらってない……。

　うわぁぁぁぁ～～～！

「さ、さくら……元げん気き出だして」

「もう一いっ回かい着きてもらおうよ……って言いっても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに頼たのむのは勇ゆう気きいるね……」

「うう……無む理り……」

　がっくりとうなだれた私わたしを、ふたりが必ひっ死しにはげましてくれる。

「そうだ！　４月がつになったら、中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふくのさくらと、高こう等とう部ぶの制せい服ふくの伊い吹ぶき先せん輩ぱいでツーショット撮とってもらったらいいよ～！　貴き重ちょうだよ～」

「そうそう！　高こう等とう部ぶの制せい服ふくって、ジャケットもズボンも、シャツとネクタイも色いろが違ちがうじゃない？　かっこよくてあこがれだよ～～！」

　高こう等とう部ぶの制せい服ふくか……。

　たしかに、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいの制せい服ふく姿すがたはとってもかっこよくて、あこがれる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、あの制せい服ふくを着きるんだよね。

　うん、絶ぜっ対たいかっこいい！

「ありがとう、ふたりとも。ちょっと元げん気き出でてきたよ」

「よかった～」

　ほっとした顔かおのさっこの横よこで、加か代よちゃんがにこにこしながら口くちを開ひらいた。

「実じつは、私わたしもちょっとうれしい報ほう告こくがあるんだ～」

「なになに!?」

「聞ききたい～！」

　食くいついたさっこと私わたしを見みて、加か代よちゃんはうふふと笑わらった。

「私わたしね、最さい近きんドラムの練れん習しゅうをがんばってるんだ。この前まえ、残のこって『オーメンズ・オブ・ラブ』って曲きょくを練れん習しゅうしてたら、村むら中なか先せん輩ぱい、私わたしのドラムに合あわせて、ベース弾ひいてくれたの!!」

「「え～～!!」」
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「おたがいずっとだまって演えん奏そうしてたんだけど、たまにちらっと目めで合あい図ずしたりして……。すっごく幸しあわせだったんだ～～！」

「目めで通つうじ合あって演えん奏そうなんて、キュンキュンする～！」

「よかったね、加か代よちゃん！」

「うん！　もっとドラムの練れん習しゅうがんばろうって燃もえてるんだ～」

　加か代よちゃんのとびきりはずんだ声こえに、私わたしとさっこもうれしくなっちゃうよ。

　思おもいがけず好すきな人ひとといっしょに練れん習しゅうできるのって、すごくうれしいよね。

　私わたしは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいっしょに吹ふいてくれた、『アルヴァマー序じょ曲きょく』を思おもい出だした。

　みんなで幸しあわせな気き分ぶんになっていたところに、さっこがパンッと手てを打うった。

「よし！　ふたりから幸しあわせパワーをいっぱいもらったし、明日あしたのホワイトデーのお菓か子し作づくり、がんばるよ！」

「ホワイトデー、さっこが作つくるの？」

　加か代よちゃんが聞きくと、さっこはにやっと笑わらった。

「うん！　バレンタインは没ぼっ収しゅうされちゃったから、今こん度どこそ『ゾンビくんとデビルくん』を作つくって、高たか田だ先せん輩ぱいに渡わたすんだ～」

　バレンタインの日ひ、さっこが高たか田だ先せん輩ぱいに贈おくろうとしてたのは、真まっ赤かなラズベリーソースの入はいったカップケーキ。

　フォークを入いれると、ドローッと赤あかいソースが流ながれ出でてくるっていう力りき作さくだった。

　ホラー好ずきな高たか田だ先せん輩ぱいによろこんでもらいたいって、いっしょうけんめい作つくったんだよね。

「さくらはどうするの？」

　さっこに聞きかれて、うっと詰つまる。

「私わたしも、今こん度どこそビターな生なまチョコを先せん輩ぱいに渡わたしたいんだけど……。昨日きのう会あったばかりだし、会あえますか？って聞きけなくて」

　デートの最さい後ごに思おもい切きって聞きこうとしたけれど、ファンクラブの人ひとに見みつかって、伝つたえられないままだったんだ。

　昨日きのうからずっとなやんでいたことを、私わたしはふたりに打うち明あけた。

「なるほどね～。でも、卒そつ業ぎょう生せいはもう春はる休やすみなんだし、チョコ渡わたすくらいだいじょうぶじゃない？」

「うんうん。伊い吹ぶき先せん輩ぱいに『渡わたしたいものがあります』って言いってみたら？」

　そっか。先せん輩ぱいの誕たん生じょう日びのときみたいに、チョコを渡わたしに行いくだけなら、だいじょうぶかも！

　ふたりに背せ中なかを押おしてもらえて、なんだか前まえ向むきになってきた。


『ビターな生なまチョコ、わりと好すきだ』

『お前まえのチョコ、食くってみたかった』



　バレンタインのときの先せん輩ぱいの言こと葉ばを思おもい出だす。

『じゃあ、今こん度どまた作つくりますね』って言いったら、『楽たのしみにしとく』って笑わらってくれたんだった。

「さくらがえんりょしちゃうところ、先せん輩ぱいけっこう気きにしてるんじゃない？　つきあいたての今いまは、ひとりでグルグルなやんじゃうよりも、聞きいてみるのがいいと思おもうよ」

　さっこが、そう言いって力ちから強づよく後あと押おししてくれる。

　加か代よちゃんは、そんなさっこに感かん心しんしたように、拍はく手しゅをした。

「さすがさっこ～～！　『おつきあいの先せん輩ぱい』って感かんじがする！」

「えへへ……。私わたしだって、まだつきあいたてだけどさ。ねえ、さくら。本ほん当とうは、どうしたいの？」

　照てれ笑わらいしたさっこに、あらためて質しつ問もんをされた私わたしの答こたえは、ひとつしかない。

　やっぱり、ホワイトデーにお返かえし、したい！

「ふたりとも、ありがとう。先せん輩ぱいに連れん絡らくしてみるよ！」

「うん！　ファイト、さくら！」

「先せん輩ぱい、きっとよろこぶよ」

　ふたりのおかげで、一いっ歩ぽふみ出だせそうだよ。




　ふたりが帰かえったあと、私わたしは思おもい切きって伊い吹ぶき先せん輩ぱいにメッセージを送おくった。


『明日あした、渡わたしたいものがあります。ちょっとでいいので、会あえたらうれしいです』



　送そう信しんマークをタップする指ゆびが、ちょっとふるえる。

　先せん輩ぱいへのメッセージは、いまだに緊きん張ちょうしちゃう。

　でももし、明日あしたが無む理りでもへこんだりしない。

　そんな前まえ向むきな気き持もちになれたのは、ふたりのおかげ。

　先せん輩ぱいの返へん事じを待まっている今いまは、緊きん張ちょうよりもわくわくしてる。

　そのとき、ピコン！とメッセージの受じゅ信しん音おんが鳴なった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいからのお返へん事じだ！


『明日あした、午ご後ごから空あいてる』



　わ！　聞きいてみてよかった！

　さっこ、加か代よちゃん、ありがとう！

　ふたりに感かん謝しゃしていたら、先せん輩ぱいからまたメッセージがきた。


『明日あした、学がっ校こうだよな？　何なん時じまで？』



　卒そつ業ぎょう生せいはもう春はる休やすみだけど、私わたしたちはあと１週しゅう間かん、授じゅ業ぎょうがある。


『部ぶ活かつがないので、15時じ過すぎに帰かえれます』

『じゃあ、そのくらいの時じ間かんに、近ちかくに行いく』

『ありがとうございます！』



　そうしたら、待まち合あわせ場ば所しょを決きめないと。

　学がっ校こうの近ちかくだったら……。

　やっぱりあそこだよね。


『学がっ校こう近ちかくの公こう園えんの、白しろいベンチでいいですか？』



　そのメッセージを送そう信しんしたと同どう時じに、先せん輩ぱいからのメッセージが届とどいた。


『いつもの白しろいベンチで待まってる』



　先せん輩ぱいも、私わたしと同おなじことを考かんがえていたみたい。

　思おもわずふふっと笑えみがもれる。

　いつの間まにか、さっこと高たか田だ先せん輩ぱいみたいに、私わたしたちにも『いつもの場ば所しょ』ができていた。

　なんだかうれしいな。

「よし、ビターな生なまチョコ作づくり、がんばろう！」

　私わたしは気き合あいを入いれて、材ざい料りょうを買かいに出でかけた。
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　次つぎの日ひ、ていねいにラッピングした生なまチョコを、こっそりカバンに入いれて登とう校こうした。

　校こう門もんをくぐりながら、さっこがにやっと笑わらう。

「私わたしも放ほう課か後ごに高たか田だ先せん輩ぱいに渡わたそうって思おもって、持もってきたんだ。ゾンビくんとデビルくん。と、ゴーストくん！」

「ひとり増ふえてる！」

　すかさず加か代よちゃんがつっこみを入いれる。

　私わたしも思おもわず笑わらっちゃった。

「ゴーストくんも、中なかから赤あかいソースが出でてくるの？」

「もちろん！　ちなみに、ゾンビくんは緑みどりのソースに改かい良りょうしました～」

「ぶははっ。さっこ、最さい高こうだね！」

「高たか田だ先せん輩ぱい、ぜったいよろこぶよ」

　３人にんで笑わらいながら、昇しょう降こう口ぐちに入はいると──……。

「……ん？」

　さっこが急きゅうに立たち止どまった。

「なんだろ……」

　加か代よちゃんと私わたしも、異い変へんを感かんじてまわりを見み渡わたした。

　女じょ子したちが何なんとなく、そわそわピリピリしている感かんじがする。

「ねぇ、なんか私わたしたち、見みられてない？」

「うん……」

　さっこのささやきに、私わたしと加か代よちゃんは小ちいさくうなずいて、ごくっと息いきをのんだ。

　まさか、これって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとふたりっきりでいるところを、ファンクラブの人ひとに見みられたことと、関かん係けいしてる……？

　でも、まわりにいる人ひとに、『どうしたんですか』って聞きくこともできない。

　正しょう体たいのわからない不ふ安あんを感かんじながら、私わたしたちは教きょう室しつに向むかった。




「あの子こじゃない？」

「え？　あの子こ!?　ウソでしょ？」

　お昼ひる休やすみ、ほかのクラスの女じょ子しや２年ねん生せいの女じょ子しが、ろうかでひそひそしてる。

　教きょう室しつをのぞき見みして、私わたしを見みてるみたい。

　やっぱり、先せん輩ぱいとふたりでデートしてたことが、ウワサになってる……？

　怖こわくなって、視し線せんを避さけるように、自じ分ぶんの席せきに座すわったままうつむいた。

「吉よし川かわさん」

　静しずかな声こえに顔かおを上あげると、心しん配ぱいそうな顔かおをした柴しば田たさんが、ろうかからの視し線せんをさえぎるようにして立たっていた。

　その横よこには、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうの内ない藤とうさんも立たっている。

「柴しば田たさん、内ない藤とうさん……」

　それ以い上じょうなにも言いえなくて、私わたしは肩かたをすぼめた。

　情じょう報ほう通つうの内ない藤とうさんはきっと、今いま、学がっ校こうでなにが起おこっているのか、知しってるんだと思おもう。

　つまり、このさわぎは私わたしが原げん因いんってことだ。

　全ぜん国こく大たい会かい前まえに、私わたしが伊い吹ぶき先せん輩ぱいに告こく白はくしたことが、部ぶ活かつ内ないでウワサになってしまったことを思おもい出だした。

　あのときみたいに、またみんなに迷めい惑わくをかけてしまったらどうしよう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいとのこと、ずっと内ない藤とうさんにだまっていたから、そのことを怒おこっていたらどうしよう。

　いっきにいろんな不ふ安あんが押おしよせてきて、体からだが冷つめたくなっていく。

「吉よし川かわさん」

「っ……」

　内ない藤とうさんに呼よばれて、肩かたがゆれた。

　一いっ瞬しゅん、身み構がまえちゃったんだ。

　入にゅう部ぶしたてのころ、内ない藤とうさんにきちんと『本ほん当とうのこと』を伝つたえなかったことが原げん因いんで、気きまずくなってしまったことを思おもい出だしてしまって。

「内ない藤とうさん……」

「こんなことしか言いえなくてもうしわけないけど……気きにしなくていいと思おもうよ」

　その声こえがとっても優やさしくて、思おもわず目めを見み張はった。

　あのときとは、ぜんぜん違ちがった。

　きっと私わたしに聞ききたいことが山やまほどあるのに、そうしない内ない藤とうさんの心こころづかいに、胸むねが熱あつくなる。

「……ありがとう」

　笑え顔がおでうなずく内ない藤とうさんの横よこで、柴しば田たさんも優やさしくほほえんでいた。
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　ふたりの笑え顔がおが心こころ強づよいよ。

　私わたしには、さっこや加か代よちゃん、柴しば田たさん、そして内ない藤とうさん……。

　黒くろ羽ばね中ちゅうに入にゅう学がくして、吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいったからこそ、得えることができた絆きずながある。

　これから先さき、どうなっちゃうんだろうって怖こわかったけれど、前まえを向むいていようって思おもえた。




　ふたりのおかげで、なんとか放ほう課か後ごを迎むかえることができた。

　今日きょうは部ぶ活かつがないから、これで学がっ校こうはおしまい。

　このあとは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと待まち合あわせだ。

　気き持もちを切きりかえて、バレンタインのお返かえしを渡わたしに行いこう！

　内ない藤とうさんと柴しば田たさんに手てを振ふって、教きょう室しつを飛とび出だす。

　階かい段だんを駆かけ下おりて、ろうかを歩あるいていると、

「ほら、あの子こだよ」

「まさか！　あんな子こが？　間ま違ちがいじゃないの？」

「本ほん当とうに手てをつないで歩あるいてたの？」

　ひそひそと、トゲのある言こと葉ばが聞きこえてくる。

　やっぱり、思おもった通とおりだった。

　デート中ちゅうにばったり会あった黒くろ羽ばね中ちゅうの女じょ子したちが、広ひろめたんだ……。

　先せん輩ぱいは、

『なんかあったら俺おれに言いえよ』

　って言いってくれたけど、先せん輩ぱいには言いえないよ。

　だって……こんなふうに言いわれてしまうのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょが『私わたし』だからだ。

　私わたしが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょにふさわしくないから……。

「……っ」

　そんなのは、最さい初しょからわかっていたことだ。

　くちびるをかみしめたそのとき、私わたしの目めの前まえに人ひと影かげが飛とびこんできた。


「さくら！」



「！　カレン!?」

　突とつ然ぜんあらわれたカレンは、めずらしくむずかしい顔かおで、私わたしの手て首くびをがしっとつかんだ。

「さくら、ちょっと来きて」

「えっ」

　カレンは私わたしの腕うでを引ひっ張ぱって、ざわついているろうかをずんずん歩あるいた。

　こんなカレンは、初はじめて見みる。

　ひと気けのない体たい育いく館かん前まえまでくると、カレンはピタッと足あしを止とめた。

　それから、私わたしに向むき直なおった。

「さくら、学がっ校こう中じゅうのウワサになってるけど、楓かえでとつきあってるって本ほん当とう？」

「……っ」

　突とつ然ぜんの直ちょっ球きゅうに、心しん臓ぞうがのど元もとまで跳はね上あがる。

　卒そつ業ぎょう式しきの日ひ、カレンは伊い吹ぶき先せん輩ぱいに「好すきな人ひとがいる」って言いわれた。

　相あい手てが誰だれなのかは、知しらないはず。

　だから、そんなこと、私わたしから言いってもいいのかなって思おもってた。

　だって、カレンのことを傷きずつけてしまうかもしれないから。

　でも……。

　こうなったら、私わたしの口くちからカレンにちゃんと伝つたえたい。

　意いを決けっして、私わたしはカレンをまっすぐに見みつめた。

「うん。私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すき。先せん輩ぱいとおつきあいしてるんだ」

「……そう、なんだ」

「だまってて、ごめん」

　カレンは少すこしだけうつむいたあと、すぐに顔かおを上あげた。

「そっか！　話はなしてくれてありがとう」

　泣なき出だしそうな顔かおで、カレンが笑わらった。

「私わたしも、さくらに言いっておきたいことがあるの。聞きいてくれる？」

「私わたしに……？」

　いったい、なんだろう。

　ちょっと怖こわいけど、カレンの気き持もちを受うけ止とめたい。

　私わたしにできることは、それだけだから。

「わかった。聞きくよ」

　心こころを決きめて、小ちいさくうなずく。

「あのね」

　カレンは一ひと呼こ吸きゅうおいてから、ピカピカの笑え顔がおを向むけた。

「私わたし、楓かえでのこと大だい好すきだけど、もうラブじゃないから安あん心しんして！　さくらは私わたしにとって大たい切せつな友ともだちだし、大だい好すきだから、楓かえでとずーっとラブラブでいてね！」

「カレン……」

　へへっと照てれ笑わらいしているカレンに、私わたしは思おもわず、ぎゅうっと抱だきついた。

「わぁ！　どうしたの、さくら？」

「私わたしも、カレンが大だい好すき！　ずっとずっとあこがれてたの。カレンはこれからも私わたしのあこがれだよ」

　カレンは、自じ分ぶんの気き持もちをまっすぐに伝つたえられる、すてきな女おんなの子こだ。

　私わたしにはない、そういう部ぶ分ぶんが大だい好すきで、あこがれだった。

　おどろいているカレンに、私わたしは自じ分ぶんの思おもっていることを伝つたえようと、いっしょうけんめい言こと葉ばを選えらんだ。

「私わたしも、カレンみたいにまわりの人ひとを明あかるくしたり、分わけへだてなく接せっしたりできる人ひとになりたい」

「さくら……私わたしのこと、そんなふうに思おもっていてくれたんだね……」

　急きゅうに、カレンがだまりこんだ。

　腕うでをゆるめて、カレンの顔かおを見み上あげると。

「楓かえでがさくらのこと好すきな理り由ゆうがわかった気きがする。うまく言いえないけど」

　キラキラした笑え顔がおを向むけてくれていた。

「え……？」

　目めをぱちくりした私わたしに、カレンは、

「さくら、約やく束そく！」

　そう言いって、いきおいよく小こ指ゆびを突つき出だした。

「楓かえでとずーーーーーーっとラブラブでいること！　楓かえでのことを幸しあわせにすること！　さくらもハッピーでいること！」

　カレンの目めは、少すこしだけうるんでいた。

「カレン……」

　カレンは、私わたしと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを、心こころから祝いわってくれているんだ。

　私わたしもじわっと涙なみだがあふれてしまう。

「わかった。約やく束そくするよ」

　大おおきくうなずいて、カレンの小こ指ゆびに、自じ分ぶんの小こ指ゆびをからめる。
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『約やく束そく』の小こ指ゆびを見みて、カレンはニッと笑わらって言いった。

「私わたし、ふたりに幸しあわせでいてほしいもん。だから、ここは私わたしに任まかせて！」

　カレンは、私わたしの腕うでを引ひいて、体たい育いく館かんに背せを向むけて歩あるき出だす。

　胸むねを張はって、私わたしを取とり巻まくひそひそ声ごえと、イヤな視し線せんを切きり開ひらくようにして進すすんでいく。

「今日きょう、このあと、楓かえでと会あう約やく束そくしてるの？」

　前まえを向むいたまま、カレンが私わたしにたずねた。

「うん。バレンタインデーに渡わたせなかったチョコ、今日きょう渡わたそうと思おもって」

「なら、急いそごう！　行いくよ！」

　カレンの気き持もちと優やさしさが、本ほん当とうにうれしかった。

　だから私わたしは、せいいっぱい、心こころをこめて、

「カレン、ありがとう」

　そう言いったんだ。
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　カレンのおかげで、何なにか言いいたげな伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンの中なかを切きり抜ぬけて、私わたしは無ぶ事じに校こう門もんを出でることができた。

　校こう門もんで、カレンは笑え顔がおで手てを振ふって、私わたしを見み送おくってくれたんだ。

　カレンに手てを振ふり返かえし、急いそいで伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの待まち合あわせ場ば所しょに向むかう。

　カレンの特とく大だいエールは、私わたしの元げん気きを満まんタンにしてくれた。

　私わたしには、私わたしを認みとめて、応おう援えんしてくれるたくさんの人ひとがいる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしのことを好すきって言いってくれている。

　だから、だいじょうぶ。

　それに、せっかく先せん輩ぱいに会あえるんたから、とびきりの笑え顔がおでいよう。

　そう決きめて、待まち合あわせ場ば所しょの、白しろいベンチを目め指ざす。

　公こう園えんはあちこちで桜さくらが咲さいていて、とってもきれい。

　こんな景け色しきの中なか、先せん輩ぱいにやっと生なまチョコを渡わたせるんだ……。

　目もく的てき地ちは、噴ふん水すいがきれいな、公こう園えんの一いち番ばん奥おく。

「あともう少すこし……」

　はやる気き持もちで、走はしり出だそうとしたそのとき。

「ちょっとあなた！　待まちなさい！」

　よく通とおる声こえに呼よび止とめられて、私わたしは急きゅう停てい止しした。

　この声こえ、もしかして……。

　おそるおそる、声こえがしたほうを見みると、

「聞ききたいことがあるの」

　そこにいたのは、卒そつ業ぎょうしたはずの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンクラブの会かい長ちょうさん!!

　もしかして、学がっ校こうのウワサを聞きいて、私わたしを待まち伏ぶせしてたんだろうか。

　私し服ふく姿すがたの会かい長ちょうさんは、私わたしをギロッとにらんだ。





「あなた、楓かえでさまとつきあってるってウソよね？」






「……っ」

　まっすぐに切きりこまれて、全ぜん身しんが心しん臓ぞうになったみたいに、ばくばくと脈みゃく打うつ。

　どうしよう。

　会かい長ちょうさんは、なにかと騒そう動どうを起おこしがちな伊い吹ぶき先せん輩ぱいのファンたちを、しっかりまとめ上あげている、すごい人ひとだ。

　きっと、敵てきに回まわしたらダメな人ひと。

　そんな人ひとに、なんて言いったらいいんだろう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの許きょ可かもなく、勝かっ手てに『つきあってます』なんて、言いっていいんだろうか。

「どうなの？　だまってるってことは、ウソなんでしょ？　なんとか言いいなさいよ！」

　きびしい声こえで言いわれて、びくっと肩かたがゆれる。

　ものすごく怖こわい。

　だけど、そのとき、さっき私わたしを見み送おくってくれた、カレンの顔かおが思おもい浮うかんだ。

　小こ指ゆびには、カレンと『約やく束そく』したぬくもりが残のこってる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょにすごす未み来らいのために、私わたしが言いえることは、しっかり伝つたえなきゃ……！

　ぐっとこぶしをにぎって、息いきを吸すいこんだ。

「わ、私わたし……。伊い吹ぶき先せん輩ぱいが好すきです！」

　思おもいっきり告つげると、会かい長ちょうさんはぎゅっと眉まゆをよせた。

「つまり、あなたの片かた思おもいってこと？」

「……」

　そうですって言いえば、解かい放ほうしてもらえるかもしれない。

　でも、ウソはつきたくないよ。

　口くちを開ひらきかけた、そのときだった。

「こいつになんの用よう？」

　よく知しってる低ひくめの声こえが聞きこえてきた。

「……!!」

「楓かえで、さま……」

　そこには、私わたしたちに近ちかづいてくる、私し服ふくの伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいた。

「こいつと待まち合あわせをしてたんだ。ジャマしないでくれる？」

「……ど、どういうことですか？　この人ひとは……」

　先せん輩ぱいは私わたしをかばうように、会かい長ちょうさんの前まえに立たった。そして……。





「俺おれの彼かの女じょだ」






「「えっ！」」

　はっきりとした先せん輩ぱいの言こと葉ばに、私わたしと会かい長ちょうさんのおどろきの声こえが重かさなる。

「俺おれらはつきあってる」

「そ、そんな……！」

　会かい長ちょうさんの顔かおが、信しんじられないというように、いっきにくもった。

「俺おれの彼かの女じょを傷きずつけるようなことがあったら、絶ぜっ対たいにゆるさない」

「……っ」

　先せん輩ぱいの圧あつに、会かい長ちょうがたじろぐ。

　だけどすぐに、先せん輩ぱいはふっと表ひょう情じょうをゆるめた。

「どうか見み守まもってほしい。あんたなら、それができるだろ？」

「楓かえで……さま」

　先せん輩ぱいの声こえはおだやかで、張はりつめた空くう気きがゆるんでいく。

　泣なきそうな顔かおの会かい長ちょうさんは、くちびるを固かたく結むすんでうつむいた。

「……わかりました」

　その言こと葉ばに、先せん輩ぱいが、安あん心しんしたように小ちいさく息いきをつく。

　そして、緊きん張ちょうと恐きょう怖ふで冷つめたくなった私わたしの手てを、ぎゅっとにぎった。

　あたたかくて大おおきな先せん輩ぱいの手てに包つつまれて、不ふ安あんにふるえていた体からだが落おち着ついていく。

「行いくぞ」

「は、はい」

　会かい長ちょうさんは立たちつくしたまま、追おいかけてはこなかった。
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　先せん輩ぱいに手てを引ひかれながら、白しろいベンチに向むかって歩あるく。

　先せん輩ぱいは、何なにかを考かんがえるように、だまったまま眉まゆをよせていた。

　何なにか言いわなくちゃ。わかってるけど、声こえが出でない。

　のどがカラカラに干ひ上あがっていく。

「……」

「……」

　おたがい無む言ごんのまま、公こう園えんの遊ゆう歩ほ道どうを歩あるき続つづけた。

　道みちぞいには桜さくら並なみ木きが続つづいていて、ここの桜さくらは満まん開かいだ。

　でも、きれいな桜さくらを眺ながめる心こころの余よ裕ゆうなんてない。

　私わたし、本ほん当とうに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりにいていいんだろうか。

　友ともだちはみんな、私わたしの恋こいが叶かなって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとカレカノになったことをよろこんでくれている。

　でも、私わたしのことをそんなに知しらない人ひとたちはみんな、『なんであんな子こが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょなの？』と思おもうっていうことだよね……。

　大だい事じなのは、他た人にんの評ひょう価かじゃないってことは、わかってる。

　つきあってるのは、他ほかの誰だれでもない、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいだから。

　私わたしたちのことなんだから、他た人にんになんて言いわれても気きにする必ひつ要ようはない。

　わかってるけど……。




『え？　あの子こ!?　ウソでしょ？』

『まさか！　あんな子こが？　間ま違ちがいじゃないの？』




　学がっ校こうであびた言こと葉ばが、胸むねに突つき刺ささってるんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンクラブの会かい長ちょうさんも、『どうしてこんな子こが楓かえでさまの彼かの女じょなの？』って顔かおをしていた。

　私わたしだって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょでいいんだろうかって、思おもってしまうよ。

「座すわるぞ」

　ふいに先せん輩ぱいの声こえが聞きこえて、顔かおをあげる。

　目めの前まえには、いつもの白しろいベンチがあった。

「は、はい」

　ふたりでベンチに座すわると、先せん輩ぱいはずっとつないでいた手てを離はなした。

　さぁっと春はる風かぜが吹ふき抜ぬけて、私わたしたちの髪かみと桜さくらの枝えだをなびかせた。

　桜さくらの花はなびらがひらひらと舞まう。

　散ちっていく桜さくらを見みると、去きょ年ねん、受じゅ験けんに失しっ敗ぱいしてしまったことを思おもい出だした。

「吉よし川かわ」

「……はい！」

　突とつ然ぜん、先せん輩ぱいに名な前まえを呼よばれて、心しん臓ぞうが跳はねた。

「お前まえさ」

「は、はい」

「まさか、『俺おれの彼かの女じょ』が自じ分ぶんでいいんだろうか……とか思おもってないだろうな」

「えっ!?」

　先せん輩ぱいの言こと葉ばが図ず星ぼしすぎて、思おもわず顔かおを上あげた。

「学がっ校こうで、ウワサになってるんだろ？」

「どうしてそれを……」

「高たか田だづてに須す田だから聞きいた。お前まえがつらい思おもいをしてるって。あと、崎さき山やまとカレンからも」

　みんな、私わたしを心しん配ぱいして伊い吹ぶき先せん輩ぱいに伝つたえてくれてたんだ……。

　その気き持もちがうれしくて、ずっしりと重おもかった心こころが少すこしだけ軽かるくなった。

　だけど、先せん輩ぱいはつらそうな顔かおで私わたしを見みた。

「守まもるって言いっておきながら、そんな思おもいをさせて悪わるかった」

「……先せん輩ぱい」

「俺おれは、お前まえがいいんだよ」

「……っ」

「つきあってること、かくすのはやめだ。俺おれは吉よし川かわが好すきで、俺おれたちはつきあってるって、誰だれにだって、何なん度どだって言いってやる」

　先せん輩ぱいの声こえはとっても優やさしくて、にぎりしめていた指ゆび先さきから力ちからが抜ぬける。

　胸むねがいっぱいで、うまく言こと葉ばにならなくて、私わたしは何なん度どもうなずいた。

「……お前まえじゃなきゃダメなんだ」

　つぶやくように言いった先せん輩ぱいは、言こと葉ばを選えらぶように、ゆっくりと話はなし出だす。

「部ぶ活かつに入はいってから、ずっと自じ分ぶんのために吹ふいてた。だけど、コンクールはみんなのために、ソロコンは、お前まえを想おもって吹ふいたんだ」

「……っ」

　静しずかに語かたられる言こと葉ばを、ひとことも聞きき逃のがしたくなくて、じっと耳みみをかたむける。

「クリスマスイブに、ソロコンの曲きょくを吹ふいたとき、お前まえの目め、すげーキラキラしてて、うれしかった。だから県けん大たい会かいも、全ぜん国こく大たい会かいも、お前まえのあの顔かおが見みたくて、お前まえに届とどけたくて吹ふいたんだ。誰だれかのために吹ふきたいって思おもったのは初はじめてで……。それが一いち番ばんモチベーション上あがるってわかって、すごくいい演えん奏そうができた」

　そこで言こと葉ばを切きって、先せん輩ぱいは、私わたしをまっすぐに見みつめて言いった。

「ソロコンで優ゆう勝しょうできたのは、お前まえのおかげだ」

「先せん輩ぱい……」

　先せん輩ぱいが、そんなふうに思おもってくれていたなんて。

　そんな想おもいで舞ぶ台たいに立たって、演えん奏そうしていただなんて……。

　先せん輩ぱいは、ちょっと照てれたように笑わらった。

「言いうつもりなかったけど、言こと葉ばにして伝つたえないと、お前まえ、俺おれのとなりからいなくなりそうだから」

　その声こえがとっても優やさしくて、胸むねがとくんと音おとを立たてる。

　先せん輩ぱいは、私わたしといっしょにいたい、って、心こころから思おもってくれているんだ。

　私わたしのこと、本ほん当とうに大だい事じに思おもってくれているんだ……。

　それなら、私わたしは、誰だれに何なにを言いわれたって、もうまよわない。

　顔かおを上あげて、はっきりと言いった。

「いなくなったりなんかしません。ずっとずっと、先せん輩ぱいのこと、追おいかけてきたんですから」

「……ああ」

「やっと追おいついて、ようやくとなりにいられるようになったんです」

「ああ」

　小ちいさくうなずく先せん輩ぱいを見みて、私わたしは決けつ意いした。

「私わたし、もっともっと強つよくなります。誰だれになんと言いわれても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが大だい好すきって言いえるくらい」

　ひと思おもいに告つげると、先せん輩ぱいは優やさしい笑え顔がおでうなずいてくれたんだ。

「ああ。……お前まえの『好すき』って言こと葉ばには、いつも救すくわれてた」
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「……？」

　いつの、どの『好すき』のことだろう？

　きょとんとしていると、先せん輩ぱいは、大たい切せつなことを話はなすような声こえで教おしえてくれた。

「お前まえが初はじめて言いってくれたんだ。『先せん輩ぱいの音おとが好すきです』って」

「えっ」

　先せん輩ぱいは、ずっとすばらしい演えん奏そうをしている、トップ奏そう者しゃだったのに。

　私わたしが初はじめてだったなんて、意い外がいでびっくりしてしまった。

　もしかしたら、先せん輩ぱいのことを好すきって言いう人ひとは大おお勢ぜいいるけれど、先せん輩ぱいの『音おと』を好すきって言いう人ひとはいなかった……ってことかな。

　先せん輩ぱいは、『学がっ校こう一いちのイケメン』ってさわがれることなんかより、純じゅん粋すいに自じ分ぶんの演えん奏そうを聞きいてもらいたかったのかもしれない。

「少すこしでも、先せん輩ぱいのお役やくに立たてたならうれしいです」

「少すこしじゃねぇよ。そのひとことで、世せ界かいが色いろづいたっていうか……」

　先せん輩ぱいはそこまで言いうと、かぁぁっとほおを赤あかくそめた。

「とにかく、お前まえが思おもってる以い上じょうに、俺おれはお前まえが大たい切せつで、尊そん敬けいしていて、俺おれにとって必ひつ要ようだってこと！　忘わすれんなよ」

　照てれかくしなのか、先せん輩ぱいはふいっとそっぽを向むいた。

「先せん輩ぱい……」

　わ……。こんな先せん輩ぱい、初はじめて見みるよ。

　見みたことのない先せん輩ぱいを知しることができて、うれしくて顔かおがゆるんでしまった。

「何なんだよその顔かお」

「いえ、何なんでもないです」

　先せん輩ぱいはジロッと横よこ目めで私わたしを見みる。

　コホンとせき払ばらいをして、先せん輩ぱいは私わたしの頭あたまをぽんとなでた。

「俺おれがお前まえを選えらんだんだ。自じ信しん持もてよ」

「はい！」

　もう、私わたしが伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょでいいんだろうかなんて、思おもったりしない。

　私わたしらしく、私わたしのままで先せん輩ぱいのとなりにいよう。

　そう決けつ意いしたら、自し然ぜんと前まえ向むきな気き持もちになれた。

「あ、そうだ！」

　今日きょうの目もく的てきを忘わすれるところだった！

　私わたしはあわててカバンを開あけて、生なまチョコの箱はこを取とり出だした。

「先せん輩ぱい、これ、受うけ取とってください。今日きょうはホワイトデーなので」

「バレンタインのお返かえし？」

「そうです！　ビターな生なまチョコ、作つくりました」

「へぇ」

　先せん輩ぱいの顔かおがパッと明あかるくなって、チョコを受うけ取とってくれた。

「ありがとな」

　先せん輩ぱいはすごくうれしそう。

　こんなによろこんでくれるなんて、予よ想そう外がいかも。

　おどろいて目めをぱちくりしていたら、先せん輩ぱいがジトッとした目めで見みてきた。

「なんだよ、その反はん応のう」

「いえ、先せん輩ぱいがすごくうれしそうだから、おどろいちゃって。先せん輩ぱいは、今いままで山やまのようにチョコをもらってるから、こんなによろこんでもらえるとは思おもわなかったです」

「わかってねぇな……。お前まえからもらったチョコだからうれしいんだろ」

「ええっ」

「そんなにおどろくことかよ。バレンタインにチョコが欲ほしいと思おもったことは今いままでなかったけど、今こ年としは一いっ個こだけどうしても欲ほしいチョコがあったんだよ。やっともらえたんだ。うれしいに決きまってんだろ」

「……!!」

　うわ……。どうしよう。うれしすぎて、涙なみだが出でそうだよ。

「そんなふうに言いってもらえるなんて……。うれしいです」

　私わたしがうるうるしていると、先せん輩ぱいはチョコの箱はこに視し線せんを落おとした。

「開あけていい？」

「はい！」

　ていねいにラッピングをはがして、箱はこをパカッと開あけた。

　すぐに、先せん輩ぱいの顔かおがほころぶ。

「へぇ。うまそう。いただきます」

「ど、どうぞ」

　目めの前まえで食たべてもらうの、ちょっと緊きん張ちょうするけど、やっぱりうれしい。

　昨日きのう作つくった分ぶん、試し食しょくしてちゃんとおいしかったけど、先せん輩ぱいの口くちに合あうかな。

　気きに入いってくれるかな……。

　ドキドキしながら、先せん輩ぱいがチョコを口くちに運はこぶのを見み守まもる。

　そして……。

「ん、うまい」

「よかったです！」

　すごくほっとして、思おもわずため息いきをついた。

　昨日きのう、思おもい切きって先せん輩ぱいに『会あえたらうれしいです』って連れん絡らくをして、がんばってチョコを作つくって、本ほん当とうによかった。

　先せん輩ぱいは、２色しょくのパウダーがかかった生なまチョコを、２種しゅ類るいとも食たべてくれた。

「あとは家いえで食たべる。ありがとうな」

　そう言いって、先せん輩ぱいは大たい切せつそうにチョコをしまった。

「じゃあ、行いくか」

「はい」

　先せん輩ぱいといっしょに公こう園えんを歩あるいていると、遠とおくに、高こう校こう生せいカップルが歩あるいているのが見みえた。

　黒くろ羽ばね高こう校こうの先せん輩ぱいたちだ。

　同おなじ制せい服ふくでデート、いいなぁ。

　その様よう子すを見みていたら、ふと、言こと葉ばがこぼれた。

「私わたし、ひとつだけ心こころ残のこりがあるんです」

「なに？」

「……卒そつ業ぎょう式しきで、先せん輩ぱいといっしょに、制せい服ふくで写しゃ真しんを撮とれなかったことです」

「ああ、たしかに。撮とるの忘わすれたな」

　あれ？　先せん輩ぱい、今いま、『たしかに』って言いった？

　これは、もしかして……お願ねがいしたら、いけるのでは!?

「先せん輩ぱい、もう一いち度どだけ中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふくを……」

「やだ」

　ぐっ、即そく答とう……。

「うう……」

　肩かたを落おとした私わたしをなぐさめるように、先せん輩ぱいが頭あたまをぽんぽんしながら言いった。

「あはは。そんなに落おちこむなよ」

「だって……」

　先せん輩ぱいは楽たのしそうに笑わらってる。

「３年ねん後ご、俺おれが高こう等とう部ぶを卒そつ業ぎょうするときに撮とればいいだろ」

「……！」

　先せん輩ぱいがさらっと言いった、３年ねん後ごの未み来らい。

　しおれていた心こころが、ぐんと元げん気きになる。

「３年ねん後ご……」

「ああ、３年ねん後ご」

　３年ねん後ごなんて、遠とおすぎて想そう像ぞうすらできなかった。

　でも、先せん輩ぱいには、３年ねん後ごの私わたしたちが見みえているのかな。

「じゃあ、３年ねん後ごにお願ねがいします」

「ああ。覚おぼえておく」

　３年ねん後ごも、先せん輩ぱいといっしょにいたい。

　いっしょにいよう！って決けつ意いして、私わたしは先せん輩ぱいに笑え顔がおを向むけた。

「楽たのしみにしてます」

「ああ」

　そのとき、ぶわっと風かぜが吹ふいた。

　桜さくらの花はなびらが、空そらいっぱいに舞まい上あがる。

「わぁ……。きれいですね」

「そうだな」

　不ふ思し議ぎだな。さっきまで、散ちる桜さくらをさみしく感かんじていたのに。

「私わたし、桜さくら吹雪ふぶきがこんなにきれいだってこと、忘わすれてました」

「そうか」

「去きょ年ねんはずっとうつむいてたから。地じ面めんに落おちてる桜さくらの花はなびらしか、目めに入はいらなかったんです」

　合ごう格かく発はっ表ぴょうの掲けい示じ板ばんで立たちつくしていた自じ分ぶんを思おもい出だす。

「地じ面めんに落おちて、朽くちていく桜さくらの花はなびらは、まるで……。私わたしみたいって思おもって」

　先せん輩ぱいが、優やさしいまなざしで私わたしの言こと葉ばを受うけ止とめてくれている。

「落おちないし朽くちない桜さくらの花はなびら、お前まえ持もってるだろ」

「え……。あ！」

　先せん輩ぱいからもらった、桜さくらのネックレス！

　今日きょうは先せん輩ぱいに会あえるから、こっそり着つけて、制せい服ふくの中なかにかくしていたんだ。

　チェーンを引ひっ張ぱって、桜さくらのチャームに触ふれる。

「はい！」

　笑え顔がおで大おおきくうなずくと、先せん輩ぱいも優やさしくほほえんでくれた。

　歩あるき出だした先せん輩ぱいは、私わたしが着つけた桜さくらのネックレスを見みて口くちを開ひらいた。

「ああ。そういえば、高たか田だが花はな見みしたいって言いってたな。４人にんで遊ゆう園えん地ちとか海うみとか、いろいろ行いきたいらしい」

　４人にんってことは、高たか田だ先せん輩ぱいとさっこ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと私わたし、ってことかな。

「Ｗダブルデートですね！　楽たのしそうです」

「まぁ、またお化ばけ屋や敷しきとか、つきあわされるんだろうけど」

「あれは怖こわかったですね」

　去きょ年ねんの秋あき、遊ゆう園えん地ちのイベントで黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶが演えん奏そうを依い頼らいされたことがあった。

　ステージの下した見みのために、伊い吹ぶき先せん輩ぱい、高たか田だ先せん輩ぱい、崎さき山やまくん、柴しば田たさんと５人にんで、休やすみの日ひに遊ゆう園えん地ちに行いって、アトラクションで少すこし遊あそんだんだ。

　そのとき、高たか田だ先せん輩ぱいはお化ばけ屋や敷しきが好すきって、初はじめて知しったんだよね。

「お前まえ、すげーびびってたよな」

「だって、本ほん当とうに怖こわかったんですもん」

　先せん輩ぱいは少すこし意い地じ悪わるに笑わらった。

「だいじょうぶだ、今こん度どは俺おれがずっととなりにいてやるから。……たぶんな」

「たぶんって！」

「あはは」

　春はるの空くう気きを胸むねいっぱい吸すいこんで、先せん輩ぱいと思おもいっきり笑わらいあう。

　未み来らいへの道みちがどんどん開ひらけていくのを感かんじるんだ。

　来らい年ねんも再さ来らい年ねんも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに桜さくらを見みたい。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりで見みる景け色しきは、どれもキラキラしているから。

「このあと、ちょっと連つれて行いきたいと思おもってる店みせがあるんだけど……時じ間かん、だいじょうぶ？」

「はい、あと１時じ間かんぐらいだいじょうぶです」

「よし」

　先せん輩ぱいは振ふり返かえって、私わたしに手てを差さしのべてくれた。

　桜さくら吹雪ふぶきの中なかの伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、まるで王おう子じ様さまみたい。

　ドキドキしながら、その手てに自じ分ぶんの手てをのせると。

　ぎゅっとにぎってくれた。

「じゃあ、行いこう。吉よし川かわ……じゃないな」

　そこで先せん輩ぱいは、ひとつ呼こ吸きゅうをおいて……。





「……さくら」
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「……っ」

　今いま、さくらって言いったよね？

　私わたしの名な前まえを呼よんでくれたんだよね……？

　不ふ意い打うちで名な前まえを呼よばれて、ぼぼっと顔かおが熱あつくなる。

「顔かお、真まっ赤か」

「うっ。だって……」

　いつか先せん輩ぱいに『さくら』って名な前まえで呼よんでもらいたいって思おもってたから。

　うれしすぎて、幸しあわせすぎて、ジタバタしたいくらい。

　そんな私わたしを見みて、先せん輩ぱいはいたずらっぽく笑わらってる。

「……さくら」

「は、はい！」

　元げん気きがよすぎる返へん事じをしてしまって、先せん輩ぱいの爆ばく笑しょうが桜さくら並なみ木きに響ひびく。

　私わたしもつられて笑わらってしまった。

　私わたしたちの恋こいはまだまだ始はじまったばかり。

　だけど、こんな毎まい日にちがずっと続つづく予よ感かんがしてるんだ。

　先せん輩ぱいのとなりでずっと笑わらっていたい──……。

　そう願ねがいながら、私わたしたちは満まん開かいの桜さくらの中なかをゆっくりと歩あるき出だした。
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　中ちゅう等とう部ぶの２年ねん生せいになり、新しん学がっ期きが始はじまって、１ヶ月げつ半はん。

　黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶには、新しん入にゅう生せいがたくさん入にゅう部ぶしてくれた。

　去きょ年ねん、吹すい奏そう楽がくコンクールの全ぜん国こく大たい会かいに初はつ出しゅつ場じょうして金きん賞しょうをとった、黒くろ羽ばね中ちゅう学がく吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいりたくて入にゅう学がくしたって子こが多おおくて、崎さき山やまくんなみの経けい験けん者しゃばかりなんだ。

　最さい近きんは、コンクールの選せん抜ばつオーディションに向むけて、みんなパート練れん習しゅうをがんばっている。

「オーディションまであと少すこしだから、みんながんばろうね」

「「「はい！」」」

　パートリーダーの園その田だ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、フルートパートのみんながうなずく。

　フルートパートの新しん入にゅう生せいは、３人にん。

　経けい験けん者しゃがふたり、初はじめて吹ふく子こがひとり。

　経けい験けん者しゃの会あい沢ざわさんと福ふく本もとさんは、もうコンクール曲きょくを最さい後ごまで吹ふくことができるんだ。

「じゃあ、コンクールの課か題だい曲きょくを合あわせよう。会あい沢ざわさんと福ふく本もとさんも入はいって」

「「はい」」

「吉よし川かわさん、木き田ださんの基き礎そ練れん習しゅうを見みてあげてくれる？」

「わかりました」

　３年ねん生せいの園その田だ先せん輩ぱい、２年ねん生せいの早はや川かわさんと柳やな瀬せさん、経けい験けん者しゃで１年ねん生せいの会あい沢ざわさんと福ふく本もとさんが、円まるくなって課か題だい曲きょくをいっしょに吹ふきはじめる。

　教きょう室しつの前まえのほうで、私わたしは初しょ心しん者しゃの木き田ださんの横よこに座すわった。

　木き田ださんは、もうしわけなさそうに私わたしを見みた。

「吉よし川かわ先せん輩ぱい、私わたしのせいでみんなといっしょに課か題だい曲きょくの練れん習しゅうができないですよね。すみません」

「だいじょうぶだよ。木き田ださんが基き礎そから練れん習しゅうをがんばってるのを見みてたら、私わたしも大たい切せつなことを思おもい出だせるから、いい練れん習しゅうになってるんだ」

「そうなんですか？　よかったです！」

　基き礎そ練れん習しゅうの楽がく譜ふを開ひらくと、木き田ださんはフルートをぎゅっとにぎった。

「私わたし、去きょ年ねんの地ち区く大たい会かいで先せん輩ぱいたちの演えん奏そうを聞きいて、絶ぜっ対たいに黒くろ羽ばね中ちゅうでフルートが吹ふきたいって……コンクールの舞ぶ台たいに立たちたいって思おもったんです」

「うん」

「課か題だい曲きょくが吹ふけるようになるまで、まだまだ道みちのりは遠とおいですけど……。絶ぜっ対たいあきらめたくないです」

「うん！　去きょ年ねん、私わたしもそうだったから、その気き持もち、すごくわかるよ。がんばろう。応おう援えんしてるよ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　経けい験けん者しゃのふたりも、初しょ心しん者しゃの木き田ださんも、目もく的てきは同おなじ。

　コンクールに出でたくて、毎まい日にちコツコツがんばってる。

　でも、フルートパートの全ぜん員いんはコンクールには出でられない。

　コンクールの舞ぶ台たいに上あがれる人にん数ずうは、50人にんって決きまっているんだ。

　部ぶ員いんはそれよりずっと多おおいから……。

　選せん抜ばつオーディションで、コンクールに参さん加かできる人ひとを選えらばなければならない。

　今こ年としは、部ぶ活かつ全ぜん体たいで13人にんがコンクールに出でられないの。

　私わたしは、新しん入にゅう生せい３人にんが、それぞれどんな結けっ果かになっても、それぞれの気き持もちによりそえるような先せん輩ぱいでありたいって思おもってるんだ。

　コンクールの選せん抜ばつメンバーとしてステージの上うえにいるのも、選せん抜ばつ落おちして、客きゃく席せきで演えん奏そうしているみんなを見み上あげるのも、どっちの気き持もちも、私わたしにはわかるから。

「よし！　じゃあ、練れん習しゅう曲きょく集しゅうがんばろうか。ぜんぶ吹ふけたら、コンクール曲きょくの練れん習しゅうに入はいれるよ」

「はい！」

　引いん退たいした先せん輩ぱいたちや、受じゅ験けんのために退たい部ぶした高たか橋はし先せん輩ぱい、そして伊い吹ぶき先せん輩ぱいから教おしえてもらったことを、後こう輩はいたちに引ひきついでいけたらいいな。




　部ぶ活かつが終おわって楽がっ器き庫こに入はいると、１年ねん生せいの女じょ子し数すう人にんが、楽がっ器きを片かたづけながら盛もり上あがっていた。

「はぁ～。崎さき山やま先せん輩ぱい、今日きょうもかっこよかった～」

「わかる～～。崎さき山やま先せん輩ぱいに個こ人じんレッスンしてもらえたらいいのに～」

「ムリだよ。だって柴しば田た先せん輩ぱいとつきあってるっぽくない？　名な前まえで呼よび合あってるし」

「柴しば田た先せん輩ぱい、すてきだよね。あこがれるよ～。でも緊きん張ちょうして話はなしかけられない～」

　黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶのトップ奏そう者しゃになった崎さき山やまくんは、大だい人にん気き。

　今いまの中ちゅう等とう部ぶ一いちのモテ男だん子しでもあるんだ。

　柴しば田たさんとセットであこがれの的まとみたい。

　そんな話はなしを、聞きくともなく聞きいていると、

「個こ人じんレッスンって……。どっかで聞きいた話わ題だいだね」

　いつの間まにか楽がっ器き庫こに来きていたさっこが、ふふっと笑わらいながら楽がっ器きを片かたづけ始はじめた。

「そうだね。１年ねん前まえのさっこと加か代よちゃんみたい」

　私わたしも思おもわず笑わらってしまう。

「そういえばさ、フルートの１年ねん生せい、どんな感かんじ？」

「３人にんともがんばってるよ。経けい験けん者しゃのふたりは、もうコンクール曲きょくを最さい後ごまで吹ふき通とおせるの！」

「わ、すごいねえ。経けい験けん者しゃの１年ねん生せいは余よ裕ゆうがあるね」

「本ほん当とうに。コンクール経けい験けん者しゃが多おおいもんね」

「私わたし、うかうかしてられないわ。トランペットは人にん数ずうも多おおいし、練れん習しゅうがんばらなきゃ」

　そこに、パート練れん習しゅうを終おえた加か代よちゃんもやってきて、話はなしに加くわわった。

「私わたしも。残のこってティンパニーの練れん習しゅうするつもり」

「じゃあ、私わたしも、今日きょうは練れん習しゅうして帰かえるよ」

　さっこと加か代よちゃんが言いう通とおり、私わたしたち２年ねん生せいものんびりしていられないんだ。

　吹すい奏そう楽がく経けい験けん者しゃの１年ねん生せいが多おおいこともあって、今こ年としのオーディションは、１年ねん生せいだけじゃなく２、３年ねん生せいも受うけなきゃいけない。

　つまり、２、３年ねん生せいも、コンクールに出しゅつ場じょうできない可か能のう性せいがあるということ。

　だから、みんな熱ねっ心しんに練れん習しゅうに打うちこんでるんだ。

　私わたしも、練れん習しゅうして帰かえろうかな。そう思おもっていたら、

「さくら先せん輩ぱい～」

　後うしろから明あかるい声こえで呼よび止とめられた。

　振ふり向むくと、そこにいたのはクラリネットの１年ねん生せい。

「小お野のくん、どうしたの？」

「先せん輩ぱい、帰かえるんですか？　いっしょに帰かえりましょうよ～」

「えっ」

　天てん使しのような笑え顔がおでずいっとせまられて、思おもわず後あとずさりする。

　小お野のくんは、『かっこかわいいイケメンで、クラリネットも上じょう手ず』って人にん気きの男だん子し。

　元げん気きで明あかるくて、とってもいい子こなんだ。

　でも、なんでか私わたしに、けっこう声こえをかけてきてくれるんだよね。

　そのとき、小お野のくんと私わたしの間あいだに、人ひと影かげが割わりこんできた。

「こらこら小お野のくん。吉よし川かわさんは彼かれ氏しがいるって言いってるでしょ」

　あきれ顔がおでそう言いったのは、内ない藤とうさん。

　小お野のくんがにやりと笑わらう。

「どんな彼かれ氏しか知しらないですけど、僕ぼく、勝かてる自じ信しんありますよ」

「でた～。腹はら黒ぐろい！　小お野のくんはさ、だまってればイケメンなのに。もったいないよね」

「内ない藤とう先せん輩ぱいこそ、人ひとのこと言いえないんじゃないですか～？」

「ちょっ、どういう意い味みよ！　ていうか、何なん度ども言いってるけど、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しだからね！」

「え～。じゃあ、内ない藤とう先せん輩ぱいも、僕ぼくに恋こいしたらダメですよ」

「絶ぜっ対たいにしないよ！　いいから練れん習しゅうするよ！」

「僕ぼく、もう完かん璧ぺきに吹ふけますって～」

　うーん。このふたり、いつもこんな感かんじなんだけど……。

　なんだかんだ言いって、仲なかよしだと思おもうのは私わたしだけ？

　内ない藤とうさんも、小お野のくんと話はなしてるときは、生いき生いきとしてる気きがする。

　話はなしが聞きこえていたのか、フルートパートの木き田ださんがにこにこしながら聞きいてきた。

「吉よし川かわ先せん輩ぱいの彼かれ氏しって、超ちょう絶ぜつイケメンってウワサを聞ききました」

「えっ」

「あ、私わたしもそのウワサ聞ききましたよ！　年とし上うえの彼かれ氏しとつきあってるって」

「部ぶ外がいの人ひとですよね？　どんな人ひとなんですか？」

　会あい沢ざわさんと福ふく本もとさんまで、興きょう味み津しん々しんみたい。

「ええっと……」

　どうしよう。ちょっと照てれちゃうな。

　そのとき、音おん楽がく室しつの入いり口ぐちのあたりがざわつきはじめた。

「先せん輩ぱい、おつかれさまです！　わざわざ中ちゅう等とう部ぶまで来きていただいて、すみません」

　部ぶ長ちょうの新にっ田た先せん輩ぱいが、音おん楽がく室しつの扉とびらへと駆かけていくのが見みえた。

　誰だれか、卒そつ業ぎょう生せいの人ひとが来きたのかな？

「おつかれ。これ、北きた田だ先せん生せいに頼たのまれてた楽がく譜ふ。部へ屋やにいないみたいだから、渡わたしておいて」

　聞きこえてきたのは、よく知しってる、低ひくめの声こえ。

　これって、もしかして……。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい！　おつかれさまです！」

　はずんだ声こえの崎さき山やまくんの言こと葉ばに、音おん楽がく室しつ中じゅうの部ぶ員いんがいっせいに振ふり返かえる。

　そこにいるのは、やっぱり、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ！

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい!?」

「本ほん物もの、初はじめてみたよ～～！　超ちょうかっこいい！」

「中ちゅう等とう部ぶで会あえるなんて！」

　さすが伊い吹ぶき先せん輩ぱい。１年ねん生せいにも有ゆう名めいみたい。

　高こう等とう部ぶの制せい服ふくを着きた伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、大人おとなっぽくってかっこいい。

　楽がっ器き庫こからひょこっと顔かおを出だすと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと目めが合あった。

「さくら、もう帰かえれんの？」

「えっ。あ、はい。帰かえれます」

　楽がっ器き庫こを出でて、となりに立たつと、先せん輩ぱいはふっと目め元もとをゆるめた。

「じゃ、行いくぞ」

「はい……！」

　その瞬しゅん間かん。





「「「ええええ～～～～[image: ]」」」






　１年ねん生せいが、おどろいた顔かおで大だい絶ぜっ叫きょう！

「吉よし川かわ先せん輩ぱいの彼かれ氏しって、まさか伊い吹ぶき先せん輩ぱい!?」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいは彼かの女じょがいるって聞きいてたけど……吉よし川かわ先せん輩ぱいだったんだ！」

　大おおさわぎになっちゃった。

「カバン、取とってきます！」

　大だい注ちゅう目もくされてしまって、あわてて楽がっ器き庫こにひっこむ。

「ということで、相あい手ては伊い吹ぶき先せん輩ぱいだけど～？」

　楽がっ器き庫こでは、なぜかドヤ顔がおの内ない藤とうさんの横よこで、小お野のくんはがっくりと肩かたを落おとしていた。

「……さすがに、勝かてる気きがしないです」

「ほっほっほっ。しょうがないから、傷しょう心しんの小お野のくんを私わたしが駅えきまで送おくってあげるよ」

「しょうがないから、内ない藤とう先せん輩ぱいに送おくらせてあげますよ」

「むかっ」

「ふふっ」

　やっぱりこのふたり、いい感かんじな気きがする。

　ぎゃーぎゃー言いいながら帰かえって行いったふたりを見み送おくって、私わたしも音おん楽がく室しつを出でた。

「お待またせしました」

「ああ」

　ろうかで待まっていてくれた先せん輩ぱいと、久ひさしぶりに中ちゅう等とう部ぶを歩あるく。

　高こう等とう部ぶの制せい服ふくを着きた先せん輩ぱいが、中ちゅう等とう部ぶのろうかを歩あるいているのは、なんだか不ふ思し議ぎ。
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　ふたりでならんで校こう舎しゃを出でると、すぐに、中ちゅう等とう部ぶの女じょ子したちがさわぎはじめた。

「あっ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ！」

「かっこいい！」

　でもね、もう誰だれに見みられたって平へい気きなんだ。

　離はなれて歩あるかなくったって、だいじょうぶ。

「いいな～。お似に合あいだよね」

「黒くろ羽ばね中ちゅうと黒くろ羽ばね高こうの公こう認にんカップルだもん」

　そんな声こえが聞きこえてきて、ちょっと照てれくさくなる。

　私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、公こう認にんカップル……になったらしい。

　だから、堂どう々どうと先せん輩ぱいのとなりを歩あるけるんだ。

　全ぜん部ぶ、『私わたしを守まもる』って言いってくれた、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのおかげ。

　そして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンクラブの会かい長ちょうさんのおかげでもある。

　詳くわしくは聞きいてないんだけど、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、ファンクラブ会かい長ちょうさんに働はたらきかけて、『私わたしは先せん輩ぱいの好すきな人ひとで、彼かの女じょ』だって宣せん言げんをしてくれたみたい。

　それで、会かい長ちょうさんを筆ひっ頭とうに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンの全ぜん員いんが、私わたしたちの恋こいを静しずかに見み守まもってくれることになったんだ。

　それに、なんだか、『難むずかしい恋こいを叶かなえたカップル』として、私わたしたちはあこがれみたいな存そん在ざいになってるらしい。

「ふたりいっしょにいるところを見みられて、ラッキーだったね」

「なかなか遭そう遇ぐうしないから、貴き重ちょうだもんね」

　そうやって、みんなが見み守まもってくれていて、幸しあわせで平へい和わな毎まい日にちなんだ。

「で、さくらはいつ俺おれのことを名な前まえで呼よんでくれるわけ？」

「ええっ!?」

　先せん輩ぱいの突とつ然ぜんの発はつ言げんに、おどろいて叫さけんでしまった。

「ええっと……名な前まえ、ですか？」

「そう」

　それって、私わたしに、名な前まえで呼よんでほしい、ってことかな？

　いやいや、まさか！

　ただの意い地じ悪わるだよね。

　でも、私わたしもいつか、名な前まえで呼よびたいって思おもっていたから、これはチャンスかも。

「じゃあ、名な前まえで呼よばせてもらいますね」

　なんて、さらっと言いってみたけれど、心しん臓ぞうがバクバクいってる。

　よし、言いっちゃおう！

「楓かえで……先せん輩ぱい」

　ついに、言いってしまった……！

　なんだか胸むねの内うち側がわがくすぐったい。

「……悪わるくない。もう一いっ回かい」

「楓かえで先せん輩ぱい」

「ん」

　先せん輩ぱいは、満まん足ぞくそうに笑わらってる。

　先せん輩ぱい、よろこんでくれてるのかな。

　もしかして、ただの意い地じ悪わるじゃなくて、本ほん当とうに、名な前まえで呼よんでほしかったのかも！

　思おもいがけず、新あらたな記き念ねん日びができちゃった。

　今日きょうは、「楓かえで先せん輩ぱい」って呼よべるようになった記き念ねん日び。
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　夕ゆう暮ぐれの道みちを、先せん輩ぱいといっしょにゆっくり歩あるく。

　コンクールの選せん抜ばつメンバー発はっ表ぴょうから２週しゅう間かんが経たって、中ちゅう等とう部ぶも高こう等とう部ぶも、地ち区く予よ選せんまであと１ヶ月げつ半はん。

　私わたしと楓かえで先せん輩ぱいは、それぞれのコンクールに向むけて練れん習しゅうをがんばっていたから、いっしょに帰かえるのは久ひさしぶり。

「課か題だい曲きょくも自じ由ゆう曲きょくも、順じゅん調ちょう？」

「……はい！　順じゅん調ちょう、です」

　いけない。ちょっと声こえがうわずってしまった。

　本ほん当とうのことは言いいにくいから、できるだけ平へい常じょう心しんでいないと……。

　と、思おもっていたのに。

「オーディション結けっ果か、すげー大だい波は乱らんだったんだって？」

「……！」

　その言こと葉ばに、思おもわず足あしが止とまりそうになる。

　何なにも言いっていなくても、先せん輩ぱいはお見み通とおしなんだ。

「そうなんです。１年ねん生せい、みんな上じょう手ずで。２、３年ねん生せいが何なん人にんも選せん抜ばつメンバー落おちしてしまって……。あ、でも、即そく戦せん力りょくで頼たのもしいですよ！」

「ふーん」

　楓かえで先せん輩ぱいの言いう通とおり、選せん抜ばつメンバーオーディションの結けっ果かは、ものすごい大だい波は乱らんだった。

　２年ねん生せいや３年ねん生せいさえもようしゃなく選せん抜ばつ落おちして、１年ねん生せいがたくさんメンバーになった。

　私わたし、崎さき山やまくん、さっこ、加か代よちゃん、柴しば田たさんは選せん抜ばつ入いりしたけれど、内ない藤とうさんは、選せん抜ばつ落おちしてしまったんだ。

　夏なつ休やすみ中ちゅうにアメリカに帰かえることが決きまって、コンクールに出でられないカレンが、内ない藤とうさんや選せん抜ばつ落おちしたメンバーたちをはげましながら、別べっ室しつで練れん習しゅうをまとめてくれてる。

　選せん抜ばつメンバーになった小お野のくんも、気き落おちしている内ない藤とうさんを支ささえてくれてるみたい。

　カレンのおかげで、部ぶ活かつ内ないはいい雰ふん囲い気きのまま、コンクールにむけて一いっ致ち団だん結けつ──と、言いいたいところなんだけど。

　実じつは、フルートパートの中なかで、大だい問もん題だいが起おこってるんだ……。

　どうしよう。楓かえで先せん輩ぱいに、相そう談だんしてもいいかな。

　なやんでいると、先せん輩ぱいが口くちを開ひらいた。

「今こ年としの自じ由ゆう曲きょく、八や木ぎ澤さわ教さと司し先せん生せい作さっ曲きょくの『蒼そう天てんの鳥とりたち』なんだろ？」

「はい！　崎さき山やまくんのサックスソロがたくさんあって、去きょ年ねんの楓かえで先せん輩ぱいのソロに私わたしたちが支ささえられてたみたいに、崎さき山やまくんのソロがみんなのやる気きを起おこしてくれてるんですよ」

「そうか」

　崎さき山やまくんのソロだけは、いつも美うつくしく、かっこよく響ひびいてる。

　そのおかげで、私わたしたちの心こころはつなぎとめられてるようなものなんだ。

　だから、今いま、フルートパートが抱かかえてる問もん題だいが、せっかくつながっているみんなの心こころをバラバラにしてしまうんじゃないかって、不ふ安あんで仕し方かたがない。

「高こう等とう部ぶの練れん習しゅうって、どんな感かんじですか？」

「最さい初しょから、かなり集しゅう中ちゅうして練れん習しゅうができてると思おもう」

「なるほど。さすがですね」

「まあな。今こ年としこそ全ぜん国こく大たい会かいを目め指ざしてるから、気き合あいは入はいってる」

　黒くろ羽ばね高こう校こう吹すい奏そう楽がく部ぶの部ぶ長ちょうは、今こ年としで引いん退たいの椿つばき先せん輩ぱい。

　椿つばき先せん輩ぱいを中ちゅう心しんに、しっかりまとまってるんだろうな……。

「じゃあ、気きをつけて帰かえれよ」

「あ！　は、はい！」

　ハッと我われに返かえると、もう駅えき前まえだった。

　せっかくの先せん輩ぱいとの帰かえり道みちだったのに、ひとりでぐるぐる考かんがえて、なにをしてるんだろう。

　不ふ安あんも心しん配ぱいも、はぐらかさないで、もっとたくさん話はなしをすればよかった。

　となりに立たってる楓かえで先せん輩ぱいを、ちらりと見みる。

　よし。

　思おもい切きって相そう談だんしよう……！

「あの、先せん輩ぱい！」

「うん？」

「実じつは部ぶ活かつのことでなやんでて……。少すこしだけ、話はなしを聞きいてもらえませんか？」

　おずおずと視し線せんを上あげると、先せん輩ぱいはとっても優やさしい目めでうなずいてくれた。

「いいよ。次つぎの駅えきまで歩あるこう」

「ありがとうございます！」

　先せん輩ぱいのとなりを歩あるきながら、私わたしは意いを決けっして、説せつ明めいを始はじめた。

「フルートパートの選せん抜ばつメンバーは、３年ねん生せいの園その田だ先せん輩ぱいと、２年ねん生せいの柳やな瀬せさんと私わたし、そして１年ねん生せいで経けい験けん者しゃの会あい沢ざわさんと福ふく本もとさんになったんです。２年ねん生せいで経けい験けん者しゃの早はや川かわさんと、１年ねん生せいの木き田ださんが選せん抜ばつメンバーになれなくて……」

「そうか」

「早はや川かわさんが、メンバー落おちしてしまって、荒あれてしまっているんです。今いまは、初しょ心しん者しゃの木き田ださんとふたりで練れん習しゅうしているんですけど、納なっ得とくがいっていないみたいで……」

　早はや川かわさんは、去きょ年ねん１年ねん間かん、選せん抜ばつメンバーとしてがんばっていた。

　だから、自じ分ぶんが落おちて、部ぶ活かつに入はいりたての１年ねん生せいがメンバー入いりしたことも、去きょ年ねんオーディションでメンバー落おちした私わたしや柳やな瀬せさんがメンバーに入はいっていることも、どうしても受うけ入いれられない気き持もちがあるんだと思おもう。

「木き田ださんはやりづらそうだし、パート内ないの雰ふん囲い気きも悪わるくなってしまいました。しかも、フルートパート内ないのごたごたが、部ぶ活かつ全ぜん体たいに伝でん染せんしそうで、どうしたらいいかわからないんです」

　胸むねの底そこにおさえこんでいた不ふ安あんが、あふれ出だす。

　他ほかのパートでも、オーディションで選せん抜ばつメンバー落おちしてしまった２年ねん生せいは、たくさんいる。

　そこかしこに不ふ満まんがくすぶっている今いまの状じょう態たいで、フルートパートの不ふ穏おんな空くう気きが、部ぶ活かつ全ぜん体たいに広ひろまってしまったら……？

　そのせいで、みんなの心こころがバラバラになってしまったら……？

　このままコンクールに出でても、地ち区く予よ選せんすら突とっ破ぱできない気きがする。

　そんなことになったら、楓かえで先せん輩ぱいや去きょ年ねんの３年ねん生せいにもうしわけないよ。

「フルートのパートリーダーは、どうしてる？」

「園その田だ先せん輩ぱいは、選せん抜ばつメンバーの練れん習しゅうをまとめるのにせいいっぱいみたいで……。早はや川かわさんと木き田ださんのことをお願ねがいって、私わたしが任まかされてしまったんです」

　このピンチを、私わたしひとりに任まかせられても、どうにもできる気きがしなくてなやんでいたんだ。

「へぇ……」

　先せん輩ぱいは私わたしのなやみを受うけ止とめるようにうなずいたあと、静しずかに口くちを開ひらいた。

「選えらぶ道みちは、ふたつにひとつだ。結けっ果かを求もとめるよりも、上じょう級きゅう生せいを優ゆう先せんしてコンクール選せん抜ばつメンバーを決きめて、みんな仲なかよく和わ気きあいあいとコンクールに出でるのか。それとも、実じつ力りょく主しゅ義ぎでてっぺんを目め指ざすのか」

「……っ」

　先せん輩ぱいの言こと葉ばは核かく心しんをついていて、私わたしは思おもわずくちびるを軽かるくかんだ。

「さくらはどっち？」

　先せん輩ぱいのまっすぐな言こと葉ばが、私わたしの心こころの奥おくに突つき刺ささる。

　選せん抜ばつメンバーになれた人ひと、なれなかった人ひと。

　どっちの気き持もちもわかるから、私わたしは、本ほん当とうに目め指ざすべきものが何なんなのか、見みて見みないふりしていたのかもしれない。

「……みんなで心こころをひとつにして、てっぺんを目め指ざしたいです。選せん抜ばつ落おちした人ひともいっしょに」

　その言こと葉ばを聞きいた先せん輩ぱいは、おだやかな声こえで言いった。

「それが決きまってるなら、だいじょうぶだ。フルートパートのごたごたを任まかされて、不ふ安あんに思おもってるかもしれないけど、園その田だはさくらに丸まる投なげしたわけじゃないと思おもう。さくらだから、任まかせたんだろうな。俺おれでもそうする」

「……私わたしだから？」

　思おもいもよらない言こと葉ばに、目めをしばたたかせる。

　先せん輩ぱいは、やわらかな笑え顔がおを向むけてくれた。

「ああ。さくらは、早はや川かわの気き持もちも、木き田だの気き持もちも、メンバー入いりした１年ねん生せいの気き持もちも、全ぜん部ぶわかるだろ？　それに、去きょ年ねんいろんなトラブルや壁かべを乗のり越こえてきた。そういうお前まえにしか、できないことがあるんじゃないか？」


「私わたしにしかできないこと……」



　楓かえで先せん輩ぱいの優やさしくておだやかな声こえが、胸むねの内うち側がわにしみこんでいく。

　先せん輩ぱいの言こと葉ばに背せ中なかを押おされて、ぐんと力ちからがみなぎってきた。

「たしかに、そうかもしれません。私わたしにしかできないこと、探さがしてみようって思おもいます」

「ああ。さくらが考かんがえる最さい良りょうの結けっ果かに向むけて、やってみたらいい。今いままで乗のり越こえてきたことが、経けい験けん値ちとしてちゃんと活いきるから。お前まえならだいじょうぶだ」

「はい！　ありがとうございます」

「がんばれよ」

　先せん輩ぱいは、優やさしい視し線せんを向むけて、くしゃっと頭あたまをなでてくれた。

　まだ、何なにをしたらいいのか、具ぐ体たい的てきにはわからない。

　でも、園その田だ先せん輩ぱいも、楓かえで先せん輩ぱいも、私わたしが経けい験けんしてきたことを信しんじて、任まかせてくれてるんだ。

　楓かえで先せん輩ぱいの大おおきな手てのぬくもりに、思おもわず泣なきそうになってしまう。

　目めの奥おくに力ちからを入いれて、ぐっと涙なみだをこらえた。

　顔かおを上あげると、次つぎの駅えきは、もう目めの前まえだった。

「じゃあ、また……」

「ああ、気きをつけて帰かえれよ」

　見み上あげた横よこ顔がおは、オレンジ色いろの夕ゆう日ひに照てらされて、とってもきれいだった。

　大おおきくうなずいて、私わたしは改かい札さつを抜ぬけた。

　楓かえで先せん輩ぱいのおかげで、明日あしたからもがんばれそうだよ。

　思おもい切きって相そう談だんしてよかった。
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「さくらちゃん、ちょっとつきあってくれない？」

　次つぎの日ひ、部ぶ活かつが始はじまってすぐに、誰だれもいないろうかで呼よび止とめられた。

　振ふり向むくと、そこにいたのは、荷に物もつをいっぱい持もった崎さき山やまくんだった。

「どうしたの？　その荷に物もつ」

「届とどけ物ものを頼たのまれたんだ。ひとりじゃ持もちきれないから、少すこし手て伝つだってほしくて」

「いいけど、どこに届とどけるの？」

　ニコニコ笑え顔がおの崎さき山やまくんから、荷に物もつを少すこし受うけ取とる。

　崎さき山やまくんは、パチンとウインクをして歩あるき出だした。

「まぁ、ついてきて！　フルートのパートリーダーには、さくらちゃんを借かりますって言いってあるから」

「そうなんだ、ありがとう」

　荷に物もつを持もって、崎さき山やまくんについていく。

　崎さき山やまくんは、昇しょう降こう口ぐちを出でて、校こう門もんを出でて、となりの高こう等とう部ぶの敷しき地ちに入はいっていった。

「フルートパート、雰ふん囲い気きが悪わるいみたいだね」

　ふいに、崎さき山やまくんが口くちを開ひらいた。

　やっぱり、崎さき山やまくんも感かんじてたんだ。

「ごめんね。フルートパートのせいで、部ぶ活かつ全ぜん体たいの雰ふん囲い気きも悪わるくなっちゃいそうだよね」

「それで部ぶ活かつ全ぜん体たいの雰ふん囲い気きが悪わるくなるようなら、その程てい度どの団だん結けつ力りょくってことだよ」

　少すこしだけ真しん剣けんな目めで、崎さき山やまくんが続つづける。

「去きょ年ねんは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと高たか田だ先せん輩ぱいを中ちゅう心しんに、みんなの気き持もちも、進すすむべき方ほう向こうも、ひとつにまとまってた。去きょ年ねんみたいな『ゆるがない芯しん』が、今こ年としの黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶにはないんだよね」

「うん」

　崎さき山やまくんが言いうとおり、今こ年としの黒くろ羽ばね中ちゅうは、去きょ年ねんにくらべると、全ぜん体たい的てきにまとまりがない。

「俺おれが、もっと……伊い吹ぶき先せん輩ぱいみたいに、みんなの心こころをひきつけるような演えん奏そうができればいいんだけどね。伊い吹ぶき先せん輩ぱいにはとうてい敵かなわないって実じっ感かんしてる。実じつ力りょくとかスター性せいの差さを感かんじてて。実じつは、俺おれもスランプ中ちゅう」

「そうだったんだ……」

　崎さき山やまくんもなやんでいたんだね……。

　もしかしたら、部ぶ員いんみんな、それぞれがなやんでいるのかもしれない。

　思おもい返かえせば、去きょ年ねんも、順じゅん風ぷう満まん帆ぱんってわけじゃなかった。

　どんなときも余よ裕ゆうだった崎さき山やまくんでさえ、なやんでいる状じょう況きょうなんだって思おもうと、なおさら、私わたしがフルートパートをなんとかしなくちゃってあせる。

　考かんがえこんでいると、崎さき山やまくんが足あしを止とめた。

「さくらちゃん、ここだよ」

「えっ」

　そこは、高こう等とう部ぶの音おん楽がく室しつ前まえ！

　黒くろ羽ばね高こう校こう吹すい奏そう楽がく部ぶの練れん習しゅう場ば所しょだ。

　このドアのむこうで、椿つばき先せん輩ぱいや楓かえで先せん輩ぱいが練れん習しゅうしてるんだ……！

　ドキドキしていたら、音おん楽がく室しつのドアがバーンと開ひらいた。


「ようこそ～！　黒くろ羽ばね高こう校こう吹すい奏そう楽がく部ぶへ！」



　いきおいよく出でてきたのは、部ぶ長ちょうの椿つばき先せん輩ぱい！

　びっくりして固かたまった私わたしに、先せん輩ぱいはにっこりとほほえんだ。

「ふたりそろってどうしたの？」

「おつかれさまです。これを届とどけにきました」

「ああ、楽がく譜ふとスコアね。ありがとう！　こっちに運はこんでくれる？」

　大人おとなっぽくほほえんだ崎さき山やまくんにそう言いって、椿つばき先せん輩ぱいは音おん楽がく室しつに招まねき入いれてくれた。

　とたんに、中なかから楽がっ器きの音おとがあふれ出でてきた。

　高こう等とう部ぶの音おん楽がく室しつって、初はじめて入はいる。

　ドキドキしながらドアをくぐって、椿つばき先せん輩ぱいに指し定ていされた場ば所しょに荷に物もつを置おいた。

「せっかくだから、合がっ奏そう、見けん学がくしていく？」

「えっ！　いいんですか？」

「うん。今こ年としの自じ由ゆう曲きょく、私わたしの推おし曲きょくなんだ～。すっごくかっこいいし、イイ感かんじに仕し上あがってきてるから、私わたしたちの勝しょう負ぶ曲きょく、よかったら聞きいていって」

　椿つばき先せん輩ぱいは音おん楽がく室しつのすみっこに、イスを２つならべてくれた。

「ありがとうございます！」

「勉べん強きょうさせていただきます」

　崎さき山やまくんとならんで座すわると、すぐに指し揮き者しゃの先せん生せいが指し揮き台だいにあがって、合がっ奏そうが始はじまる。

　ぐるりと音おん楽がく室しつを見み渡わたすと、ファーストフルートの席せきには椿つばき先せん輩ぱいが座すわっていた。

　あっ。ホルンの一いち番ばんはしっこに、高たか田だ先せん輩ぱいがいる。

　そして……。

　ファーストトランペットの席せきには、楓かえで先せん輩ぱいが堂どう々どうと座すわっていた。

　でも、去きょ年ねん、黒くろ羽ばね中ちゅうでフルートのパートリーダーだった山やま口ぐち先せん輩ぱいの姿すがたはない。

　先せん輩ぱいは、選せん抜ばつメンバーじゃないってことだ……。

　それどころか、去きょ年ねん中ちゅう等とう部ぶ３年ねん生せいだった先せん輩ぱいたちはほとんどいなくて、高こう等とう部ぶのきびしさを知しる。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、さすがだね。１年ねん生せいでゆいいつのファーストみたい」

　崎さき山やまくんに耳みみ打うちされて、どきんと心しん臓ぞうがはねる。

　先せん輩ぱいはどんなむずかしい曲きょくもかんたんに吹ふきこなすけれど、その陰かげにはたくさんの努ど力りょくがあるんだ。

　だから、そこに座すわっているのは決けっして当あたり前まえなんかじゃない。

　そのファーストの席せきは、先せん輩ぱいが努ど力りょくした結けっ果かなんだ。

　高こう等とう部ぶの２、３年ねん生せいばかりの選せん抜ばつメンバーの中なかでも、ひときわ存そん在ざい感かんがある楓かえで先せん輩ぱい。

　その譜ふ面めん台だいには、さりげなく私わたしとおそろいのクロスがかかっている。

「『孔く雀じゃく』を頭あたまから」

「「「はい！」」」

　指し揮き者しゃの先せん生せいが指し揮き棒ぼうを構かまえると、ザッと音おとを立たてて、ティンパニーと低てい音おん楽がっ器きの先せん輩ぱいたちが楽がっ器きを構かまえた。

　静せい寂じゃくの中なかで、ティンパニーが鳴なり、重じゅう厚こうな低てい音おんのメロディーがゆっくりと響ひびく。

「コダーイ作さっ曲きょく『ハンガリー民みん謡よう「孔く雀じゃくは飛とんだ」による変へん奏そう曲きょく』だ……」

　崎さき山やまくんのつぶやきは、フルートやクラリネットのメロディーにかき消けされた。

　すごい……。

　高たからかに歌うたいあげるような演えん奏そうに、いっきに心こころをうばわれる。

　一いっ体たい感かんのある厚あつい音おと。迷まよいがない洗せん練れんされた音おと──……。
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　激はげしくて繊せん細さいな演えん奏そうに、息いきをするのも忘わすれて聞ききほれた。

　椿つばき先せん輩ぱいのフルートソロが、特とくに美うつくしい。

　ラストは、楓かえで先せん輩ぱいのトランペットが高たからかに高こう音おんを吹ふき上あげた。

「……すごかった」

「うん……」

　最さい後ごの音おとの余よ韻いんが消きえても、私わたしと崎さき山やまくんは言こと葉ばを失うしなったまま、ぼうぜんと座すわっていた。
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　私わたしたちは魂たましいをうばわれたみたいに、ふらふらしながら高こう等とう部ぶの校こう舎しゃを出でた。

「……孔く雀じゃく、飛とんだね」

「……うん。飛とんでたね」

　ぽつりとつぶやいた崎さき山やまくんの声こえは、少すこしふるえていた。

　うなずいた私わたしの体からだも、感かん動どうでふるえている。

　先せん輩ぱいたちの演えん奏そう中ちゅう、孔く雀じゃくが飛とんだ情じょう景けいが、はっきり見みえた気きがするんだ。

　こんな体たい験けんは、『海うみの男おとこ達たちの歌うた』の楓かえで先せん輩ぱいのソロのとき以い来らい。

「８分ふん弱じゃくの演えん奏そうが、あっという間まだったね」

「うん。もっともっと聞きいていたいって思おもったし、何なん度ども聞ききたい演えん奏そうだった」

　やっと感かん想そうを伝つたえ合あいながら、心こころの奥おくに火ひが灯ともるのを感かんじていた。

　崎さき山やまくんも同おなじみたい。

　崎さき山やまくんは、手てをぎゅっとにぎりしめて、真しん剣けんな顔かおを私わたしに向むけた。

「俺おれ、あんな演えん奏そうを目め指ざしたい」

「私わたしも……！」

　去きょ年ねん、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶに入にゅう部ぶしたばかりのころ、『アルセナール』や『海うみの男おとこ達たちの歌うた』を聞きいたときと同おなじ。

　心こころがふるえて熱あつくてたまらない。

　私わたし、あんな演えん奏そうがしたい！

　中ちゅう等とう部ぶのメンバーで、心こころがふるえるような演えん奏そうをしたい!!

　そんな熱あつい気き持もちがわき起おこって、心こころにスイッチが入はいった。

「私わたし、今いま、自じ分ぶんがやるべきことがわかった気きがする」

「俺おれもだよ。もう弱よわ気きになんてなってらんない。まずは、俺おれたちの目めの前まえにある目もく標ひょうをがんばらなくちゃね」

「うん！　まずはコンクールの地ち区く予よ選せん、全ぜん力りょくでがんばろう！」

　今いまの中ちゅう等とう部ぶの状じょう況きょうは、私わたしと崎さき山やまくんだけががんばったって、どうしようもないかもしれない。

　だけど、自じ分ぶんのやるべきことをがむしゃらに続つづけていれば、道みちが開ひらける気きがするんだ。

「行いくぞ全ぜん国こく。とるぞ金きん賞しょう！　だね」

「うん！」

　去きょ年ねん、掲かかげられた目もく標ひょうに、今こ年としもたどりつけるようにがんばろう。

　そう崎さき山やまくんと誓ちかったんだ。




「さくらちゃん、本ほん当とうに伊い吹ぶき先せん輩ぱいに愛あいされてるよね」

「えっ!?」

　中ちゅう等とう部ぶの昇しょう降こう口ぐちにたどりついたころ、崎さき山やまくんは、突とつ然ぜんそんなことを言いい出だした。

「急きゅうにどうしたの？」

　おどろいて顔かおをのぞきこんだら、崎さき山やまくんは、ふふっと意い味み深しんな笑え顔がおをしていた。

「実じつは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに頼たのまれたんだよ。なんか理り由ゆうをつけてさくらちゃんを高こう等とう部ぶの部ぶ室しつに連つれてきてほしいって」

「え!?」

「『俺おれらの演えん奏そうを聞きかせたい』って言いってた」

「……伊い吹ぶき先せん輩ぱいが？」

　崎さき山やまくんに頼たのんで、私わたしに演えん奏そうを聞きかせてくれたの……？

　楓かえで先せん輩ぱいは、演えん奏そうで私わたしの心こころをゆさぶって、なやみを解かい決けつする力ちからをくれたんだ。

　先せん輩ぱいの優やさしさと思おもいやりに、胸むねがじんと熱あつくなった。

「もしかしたら、伊い吹ぶき先せん輩ぱい、崎さき山やまくんがなやんでることにも気きづいてたんじゃないかな？」

「あっ。そうか……。だから、俺おれのソロの特とく別べつレッスンしてくださいってお願ねがいしたら、あっさりＯＫしてくれたんだ」

「特とく別べつレッスン、よかったね」

「うん！　俺おれ、スランプなんて吹ふき飛とばすよ」

　中ちゅう等とう部ぶの部ぶ室しつに戻もどった私わたしと崎さき山やまくんは、やる気きに満みちあふれていた。

　もう、迷まよいはない。

　あとは、前まえに進すすむだけ──……！
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　中ちゅう等とう部ぶの音おん楽がく室しつに戻もどった私わたしは、楽がっ器きケースから、ピンクのクロスを取とり出だした。

　楓かえで先せん輩ぱいとおそろいの、大たい切せつな誕たん生じょう日びプレゼント。

　前まえに進すすむ私わたしに、どうか、勇ゆう気きをください──。

　そんな願ねがいをこめて、お守まもりのように、制せい服ふくのポケットにそっとしまった。

　音おん楽がく室しつを出でて、３階がいの空あき教きょう室しつへと足あしを向むける。

　そこでは、早はや川かわさんと木き田ださんが、離はなれた席せきに座すわって、黙もく々もくと練れん習しゅうしていた。

　怒いかりや悔くやしさ……ごちゃまぜの感かん情じょうをぶつけるような早はや川かわさんの音おとが響ひびいている。

　その音おとにかき消けされてしまいそうな弱よわ々よわしい音おとで、気きまずそうに、木き田ださんは基き礎そ練れん習しゅうをがんばっていた。

　まるで、去きょ年ねんの私わたしだ。

　早はや川かわさんも、木き田ださんも。どっちも、去きょ年ねんの私わたしみたいだった。

　わかるよ、その気き持もち。

　胸むねの奥おくがズキンと痛いたむ。

　でも、そんな私わたしを変かえてくれたのは──。





『落おちこんだっていい。自じ分ぶんの気き持もちにじっくり向むき合あって、それから前まえを向むけばいいんだ』

『それをバネにするか、このまま潰つぶれるか、お前まえは自じ分ぶんで選えらべる』

『自じ分ぶんを信しんじなかったら、自じ信しんなんて生うまれない。自じ分ぶんが自じ分ぶんの、一いち番ばんの味み方かたになってやれよ』



『比くらべるなら、他た人にんじゃなくて、『昨日きのうの自じ分ぶん』だ』




　忘わすれもしない。伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばだった。

「楓かえで先せん輩ぱい、私わたしができること、わかりました」

　決けつ意いをこめて、つぶやいた。

　去きょ年ねん、私わたしがもらった、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばをふたりに伝つたえよう。

　選せん抜ばつメンバーになった子こたちは、努ど力りょくした結けっ果か、舞ぶ台たいの上うえに立たつ権けん利りを与あたえられたんだ。

　だから、悔くやしい気き持もちも、ねたましい気き持もちも、「なんで私わたしが落おちなきゃならないの」っていう気き持もちも捨すてて、おたがいが尊そん重ちょうしあって、心こころをひとつにしてほしい。

　早はや川かわさんに、そう伝つたえたい。

　きっと、去きょ年ねんの『全ぜん国こく大たい会かい金きん賞しょう』っていう結けっ果かは、そうやって勝かち取とったものだって、わかってくれるはずだから。

　そして木き田ださんには……。

　果はてしなく遠とおくて、手てが届とどきそうもないことも、あきらめなければ奇き跡せきが起おきることもあるんだよって、伝つたえたい。

　今いま、目めの前まえにある『自じ分ぶんのやるべきこと』をがむしゃらにがんばっていたら、自じ分ぶんひとりじゃたどりつけない場ば所しょに、きっとたどりつける。

　私わたしは今いままで、そうやって壁かべを乗のり越こえて、夢ゆめを叶かなえてきたから。

　言こと葉ばの限かぎり、そのことを伝つたえよう。

　制せい服ふくのポケットに手てを入いれて、ピンクのクロスをぎゅっとにぎりしめ、深しん呼こ吸きゅうをする。

「よし……！」

　私わたしは思おもい切きって、教きょう室しつのドアを開あけた。

「早はや川かわさん、木き田ださん。今いま、ちょっと話はなせる？」




「吉よし川かわ先せん輩ぱい、おつかれさまでした」

「おつかれさま。明日あしたもがんばろうね！」

　フルートパートの１年ねん生せいたちに笑え顔がおで手てを振ふると、私わたしは晴はれ晴ばれとした気き持もちで音おん楽がく室しつを出でた。

　心こころをこめて話はなしたら、早はや川かわさんはわかってくれた。

『自じ暴ぼう自じ棄きになって、ふてくされてごめん。２年ねん生せいとしてはずかしいことをしてたよ。木き田ださんにもイヤな思おもいをさせてしまってたよね……』

　早はや川かわさんはそう言いって、木き田ださんにあやまったんだ。

　そして、『明日あしたからいっしょに練れん習しゅうがんばろう』って木き田ださんに言いってくれた。

　大おおきくうなずいた木き田ださんの、心こころからの笑え顔がおも見みることができた。

　きっと、フルートパートはもうだいじょうぶ。

　ここから、部ぶ活かつ全ぜん体たいが、だんだん良よくなる気きがするんだ。

　こういう結けっ果かになったのも、いろいろなことを気きづかせてくれた、楓かえで先せん輩ぱいのおかげだ。

　近ちかいうちに、お礼れいが言いえたらいいな。

　そんなことを考かんがえながら、軽かるい足あし取どりで校こう門もんを出でると……。

「さくら」

「!!」

　校こう門もんの外そとに、楓かえで先せん輩ぱいが立たっていた！

「先せん輩ぱい！　どうしたんですか？」

「さっき部ぶ活かつが終おわったから、むかえに来きた」

「私わたしを……？」

「ほかに誰だれがいるんだよ」

　ふっと意い地じ悪わるに笑わらった先せん輩ぱいの顔かおを、夕ゆう日ひが照てらす。

　きれいすぎて、直ちょく視しできないよ。

「私わたし、今日きょうは特とくに先せん輩ぱいに会あいたかったんです」

「へぇ」

「高こう等とう部ぶの演えん奏そう、すごくすばらしかったです……！　それを伝つたえたくて」

「お前まえの心こころに届とどいた？」

「はい！　感かん動どうして心こころがふるえて、ゆさぶられて、火ひがつきました」

　感かん動どうを伝つたえたい一いっ心しんで、先せん輩ぱいを見み上あげる。

　先せん輩ぱいは笑え顔がおで、ゆっくりと歩あるき出だした。

「じゃあ、その感かん動どうを演えん奏そうにこめて、今こん度どはさくらが、俺おれに届とどけて」

「……っ」

　優やさしいまなざしと、おだやかな声こえ。

　先せん輩ぱいが私わたしに向むけてくれる深ふかい想おもいに、さっきまで張はり詰つめていた緊きん張ちょうがとけて、こらえてきた涙なみだがこぼれおちた。

「……はい！」

　大おおきくうなずくと、先せん輩ぱいはふっと目め元もとをゆるめた。

　胸むねがいっぱいで言こと葉ばが出でないよ。

　ぼろぼろと涙なみだだけが流ながれていく。

「中ちゅう等とう部ぶの自じ由ゆう曲きょく、『蒼そう天てんの鳥とりたち』は、渡わたり鳥どりの群むれの曲きょくだ。渡わたり鳥どりたちが、いくつもの困こん難なんと戦たたかいながら、目もく的てきの大だい地ちを目め指ざすんだ。お前まえたちなら、目め指ざす場ば所しょにたどりつけると思おもう」

「……はい」

「まずは、さくらが楽たのしんだらいい。ちゃんとみんなに伝つたわるから」

　涙なみだをぬぐいながら、私わたしは何なん度どもうなずいた。

　渡わたり鳥どりたちのように、私わたしたちも困こん難なんを乗のり越こえて、みんないっしょに目もく的てき地ちへたどりつきたい。

　全ぜん国こく大たい会かいのその場ば所しょで、楓かえで先せん輩ぱいからもらった大たい切せつな想おもいを、音おとに乗のせて届とどけられるように。

「楓かえで先せん輩ぱい……」

「ん？」

「私わたし、せいいっぱいがんばります。私わたしたちの演えん奏そう、聞きいてください」

「ああ。コンクール会かい場じょうの観かん客きゃく席せきで聞きいてる」

　先せん輩ぱいは優やさしくほほえんで、私わたしの涙なみだをぬぐってくれた。

　もうだいじょうぶ。私わたし自じ身しんも、顔かおを上あげてがんばれる。

　私わたしの頭あたまの中なかで、『蒼そう天てんの鳥とりたち』の演えん奏そうが美うつくしく鳴なり響ひびいた。

　雲くもひとつない蒼そう天てんの空そらを、渡わたり鳥どりの群むれが羽はばたいている──。

　そんな光こう景けいが、はっきりと見みえたんだ。
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　夏なつ休やすみに入はいるころには、私わたしたちの心こころと演えん奏そうは、しっかりひとつにまとまっていた。

　選せん抜ばつメンバーだけじゃなく、部ぶ員いん全ぜん員いんが心こころをひとつにして、同おなじ目もく標ひょうに向むかってがんばっている。

「さくら、今日きょうは残のこって練れん習しゅうするの？」

　部ぶ活かつが終おわり、楽がっ器き庫こでひとやすみしていると、楽がっ器きを持もってさっこがやってきた。

「うん。１年ねん生せいと練れん習しゅうする約やく束そくをしてるんだ。さっこは？」

「今日きょうは帰かえろうかなって思おもってるよ。高たか田だ先せん輩ぱい、最さい近きんずーーーっと遅おそくまで残のこって練れん習しゅうがんばってるから、むかえに行いってあげようと思おもって」

「むかえにって、高こう等とう部ぶに!?」

「うん、そう。高たか田だ先せん輩ぱいの高こう等とう部ぶ生せい活かつをのぞき見みしたいんだもん～」

　さすがのさっこだ。

　私わたしも高こう等とう部ぶですごす楓かえで先せん輩ぱいを見みに行いってみたいけど、そんな勇ゆう気きはないよ。

　さっこはあいかわらず、ぐいぐいがんばってるみたい。

　高たか田だ先せん輩ぱいも、さっこに押おされながら、とっても幸しあわせそうなんだ。

「加か代よちゃんはどうするんだろう」

　楽がっ器きを片かたづけたさっこといっしょに、加か代よちゃんがいる音おん楽がく室しつに向むかう。

　加か代よちゃんは、ドラムの練れん習しゅうをがんばってるみたい。

「ふふふっ。加か代よちゃん、あいかわらず村むら中なか先せん輩ぱいを見みつめて幸しあわせそうだね～」

「そうだね。またセッションしてくれたらいいね」

　恋こいする加か代よちゃんを見みてると、私わたしたちまでほんわか幸しあわせな気き分ぶんになるよ。

　がんばれ、加か代よちゃん！

　遠とおくからエールを送おくっていると、さっこが視し界かいに割わりこんできた。

「ねぇねぇ、さくら。あっち見みて」

「うん？」

　さっこの視し線せんを追おうと……。

　ドラムの練れん習しゅうをがんばる加か代よちゃんを、遠とおくから見みている村むら中なか先せん輩ぱい!!

「さっこ、あれってもしかして」

「間ま違ちがいないね。村むら中なか先せん輩ぱいは加か代よちゃんを意い識しきし始はじめてる！」

「～～～～！」

　さっこと顔かおを見み合あわせて、小ちいさくジタバタする。
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　加か代よちゃんはまったく気きづいてないっぽいけど、ふたりの間あいだに、何なにかが始はじまってるよ！

「村むら中なか先せん輩ぱい、加か代よちゃんに『いっしょに練れん習しゅうしよう』って言いってくれたらいいのにね」

「そうだね。でも、加か代よちゃんの恋こいの報ほう告こく、きっともうすぐな気きがする！」

　遠とおくから加か代よちゃんの幸しあわせを念ねんじて、私わたしたちは音おん楽がく室しつを出でた。

「じゃ、さくらも練れん習しゅうがんばって！」

「うん。高たか田だ先せん輩ぱいによろしくね」

「りょうかい～！」

　スキップで帰かえって行いったさっこを見み送おくり、私わたしは１年ねん生せいが待まつ空あき教きょう室しつへ向むかった。
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　いくつもの月つき日ひが流ながれ、また春はるがめぐってきた。

　満まん開かいの桜さくらの中なか、いつもの白しろいベンチに楓かえで先せん輩ぱいとならんで座すわる。

　春はるの風かぜが私わたしたちの間あいだを吹ふき抜ぬけていった。

「楓かえで先せん輩ぱい、卒そつ業ぎょうおめでとうございます！」

「ありがとな」

　今日きょうは、楓かえで先せん輩ぱいの卒そつ業ぎょう式しき。

　ついに、先せん輩ぱいは黒くろ羽ばね高こう校こうを卒そつ業ぎょうしてしまう。

「やっと高こう等とう部ぶに入にゅう学がくして、先せん輩ぱいと同おなじ校こう舎しゃですごせたのに。もう卒そつ業ぎょうなんですね」

「さくらが高こう等とう部ぶに来きてから１年ねん、早はやかったな」

　ついに、このときがきてしまった。

　楓かえで先せん輩ぱいは、アメリカの大だい学がくに通かよって、本ほん場ばでジャズを学まなぶために、このあと空くう港こうに直ちょっ行こうして、アメリカに旅たび立だつんだ。

　切せつない気き持もちを押おし殺ころして、先せん輩ぱいを見み上あげる。

　おつきあいしてもう３年ねんなのに、会あうたびにキュンとしちゃう。

　私わたしは毎まい日にち、楓かえで先せん輩ぱいに恋こいしてるんだ。

「先せん輩ぱい、３年ねん前まえの約やく束そく覚おぼえてますか？」

「あー……。同おなじ制せい服ふくでツーショット、だろ？」

「そうです！　ここで会あったが３年ねん目め！　約やく束そくを果はたしてもらいましょう！」

「使つかい方かた間ま違ちがってないか？」

「細こまかいことはいいんです！」

「はいはい」

　スマホをかかげて、画が面めんを見みる。

　うーん。自じ撮どりはなかなかむずかしいな。

「ちょっと貸かして」

「あ、はい」

　先せん輩ぱいは私わたしのスマホを持もって、長ながい腕うでで上うえにかかげてくれた。

「もっとくっつけよ。ちゃんと入はいらない」

「わっ」

　先せん輩ぱいはスマホを持もっていないほうの腕うでで、私わたしの肩かたをぐいっと引ひきよせた。

　うわわわ～～。

　ドキドキしていたら、パシャッ！とシャッター音おんが鳴なった。

「ちょ、ちょっと待まってください！　私わたし、今いまびっくりして、変へんな顔かおしちゃってました」

「どんな顔かおでも、かわいいだろ」

「っ！」

　パシャッ！とシャッター音おんが鳴なった。

「先せん輩ぱい、わざとやってますよね？」

「ははっ。すげーにやけてたな。いいじゃん。かわいいかわいい」

「もう。私わたし、離はなれてもさみしくないように、先せん輩ぱいといっしょに写うつった写しゃ真しんがほしいんです……」

　本ほん当とうの気き持もちをひと思おもいに告つげると、先せん輩ぱいの瞳ひとみがゆれた気きがした。

　楓かえで先せん輩ぱいは少すこしだけ口くちをつぐんで、すぐにふっとほほえんだ。

「……わかったよ。じゃ、もう一いっ回かい」

　無ぶ事じに撮とれた写しゃ真しんは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、私わたしも、最さい高こうにいい笑え顔がおだった。

「満まん足ぞく？」

「大だい満まん足ぞくです！」

「そりゃよかった」

「３年ねん越ごしでやっと撮とれました！　一いっ生しょうの宝たから物ものにします」

　先せん輩ぱいからスマホを受うけ取とって、じーっと見みつめてしまう。

　念ねん願がんの制せい服ふくツーショット、うれしいな。先せん輩ぱい、本ほん当とうにかっこいい。

「あとで俺おれにも送おくっておいて」

「わかりました！」

　先せん輩ぱいも、ツーショット写しゃ真しん、眺ながめてくれるのかな。

　そうだったらうれしいなって思おもいながら写しゃ真しんを見みつめていると、先せん輩ぱいの優やさしい声こえが聞きこえた。

「あと２年ねん、高こう等とう部ぶで思おもいっきり楽たのしめよ」

「はい」

「って、中ちゅう等とう部ぶの卒そつ業ぎょう式しきのときも同おなじようなこと言いった気きがする」

「ふふっ。言いわれた気きがします」

　あのとき──３年ねん前まえは、先せん輩ぱいはとなりの敷しき地ちにある高こう等とう部ぶに行いくから、卒そつ業ぎょうしてもすぐに会あえた。

　待まち合あわせれば、いっしょに下げ校こうすることもできたし、先せん輩ぱいの演えん奏そうをこっそり聞ききに行いくことだってできた。

　でも、今こん回かいは違ちがうんだ。

「たまに日に本ほんに帰かえってくるから。さみしくなったら、いつでも連れん絡らくよこせよ」

「そんなこと言いわれたら、毎まい日にち連れん絡らくしちゃいそうです」

　いたずらっぽく言いってみたけど……。

「お前まえ、絶ぜっ対たいえんりょして、かけてこないだろ。毎まい日にちでもいいから、電でん話わしたいときにしてこいよ」

「……はい」

　先せん輩ぱいが急きゅうにそんな優やさしいことを言いうから、涙なみだがにじんで、視し界かいがぼやけてしまった。

　泣なかないように、がんばってたのにな。

　カラ元げん気きだって、先せん輩ぱいにはバレバレだったのかも。

「さくら」

　急きゅうにだまりこんでしまった私わたしの頭あたまを、先せん輩ぱいが優やさしくなでた。

「アメリカに行いっても、さくらを想おもって吹ふくよ。どんなに離はなれていてもお前まえに届とどくように。だから、もう少すこしだけ待まってて。必かならず戻もどるから」

「……うん」





『だから、もう少すこしだけ待まってて』

『必かならず戻もどる』






　先せん輩ぱいが、その約やく束そくをやぶったことはない。

　遠えん距きょ離り恋れん愛あいだって、私わたしたちなら絶ぜっ対たいだいじょうぶだよ。

　私わたしの心こころの宝ほう石せき箱ばこには、たくさんの先せん輩ぱいとの思おもい出でのかけらがキラキラ輝かがやいている。

　だから、さびしくなんかないよ。会あえない日ひ々びだって乗のり越こえられる。

　それに、先せん輩ぱいは世せ界かいへと羽はばたくんだから。

　大だい好すきな先せん輩ぱいが目め指ざす道みちを、応おう援えんしないわけがない。

「私わたし、ここから……日に本ほんから、楓かえで先せん輩ぱいをずっと応おう援えんしてます！」

「ああ。ありがとな。お前まえの応おう援えん、すげーうれしい」

　やっぱりダメだ。泣なかないって決きめたのに、涙なみだが止とまらない。

「再さ来らい年ねん、さくらの高こう等とう部ぶ最さい後ごのコンクール、帰き国こくして観みに行いくから」

「本ほん当とうですか？」

「ああ。観かん客きゃく席せきで生なまの演えん奏そうが聞ききたい」

「うれしいです。私わたし、がんばります！　今こ年としみたいに、全ぜん国こく大たい会かいで金きん賞しょうをとれるように！」

　涙なみだをぬぐって、私わたしは先せん輩ぱいにとびきりの笑え顔がおを向むけた。

「楓かえで先せん輩ぱい、いってらっしゃい」

「いってきます。おたがい、がんばろうな」

「うん」

　先せん輩ぱいと見みる桜さくら吹雪ふぶきを、私わたしはしっかりと目めに焼やきつけた。

　次つぎはいつ、いっしょに見みられるかな。

　その日ひを楽たのしみに、私わたしは私わたしのやるべきことをがんばって、毎まい日にちを楽たのしもう。

　２年ねん後ご、コンクールの舞ぶ台たいで、私わたしのすべてで先せん輩ぱいに演えん奏そうを届とどけようって誓ちかった。







[image: ]

「あ～～。行いっちゃったね、先せん輩ぱい」

　飛ひ行こう機きが飛とび去さっていった空そらをいつまでも見み上あげながら、崎さき山やまくんがしんみりとつぶやいた。

　公こう園えんで桜さくらを見みたあのあと、吹すい奏そう楽がく部ぶのみんなと合ごう流りゅうして、空くう港こうまで楓かえで先せん輩ぱいを見み送おくりにきたんだ。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、夢ゆめに向むかって飛とんでいったんだね」

　内ない藤とうさんの言こと葉ばに、さっこが口くちを開ひらく。

「うちらも、あと２年ねんで高こう等とう部ぶ卒そつ業ぎょうか……」

「私わたしたち、将しょう来らいどうなりたいんだろうね」

　そう言いって考かんがえこんだ加か代よちゃんの姿すがたに、私わたしも思おもわずつぶやいた。

「将しょう来らいの夢ゆめか……」

　その言こと葉ばにこたえるように、崎さき山やまくんが宣せん言げんする。

「俺おれの夢ゆめは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとジャズを演えん奏そうすることと、先せん輩ぱいの演えん奏そうで日にち舞ぶを舞まうこと。だから、家か業ぎょうもしっかりがんばるつもり。月つき乃のは？」

　突とつ然ぜん話はなしをふられた柴しば田たさんは、少すこしおどろいた顔かおをして目めをまたたいた。

「柴しば田たさんは、ピアノの道みちに進すすむの？　ピアニストとか、ピアノの先せん生せいとか」

　柴しば田たさんは、首くびを横よこに振ふった。

「いいえ。あと２年ねん、部ぶ活かつでせいいっぱいがんばったあとは、趣しゅ味みで弾ひくつもりよ。ピアノを仕し事ごとにしようとは思おもってないの」

「そうなんだね。もったいない気きもするけど、柴しば田たさんならいろんな可か能のう性せいがありそう！」

「ありがとう。具ぐ体たい的てきにはなにも決きめていないけれど、誰だれかの役やくに立たつ仕し事ごとができたらいいと思おもってるわ」

　それを聞きいて、加か代よちゃんがちょっぴりさみしそうに笑わらう。

「私わたしも、まだ自じ分ぶんのやりたいことがわかんない。自じ分ぶんのペースで、ゆっくり決きめるよ」

　そして、思おもい切きりのびをしながら言いった。

「とりあえず、いい恋こいして、仕し事ごともバリバリがんばりたい！」

　加か代よちゃんは、中ちゅう３のときに村むら中なか先せん輩ぱいとカレカノになったんだ。

　順じゅん調ちょうにおつきあいしていたんだけど、ついこの前まえ、お別わかれしてしまったの。

　おたがい納なっ得とくしてお別わかれしたけれど、加か代よちゃんはまだちょっと忘わすれられないみたい。

　今いまは、村むら中なか先せん輩ぱいとのすてきな初はつ恋こいを、思おもい出でにできるようにって、がんばってるんだ。

　私わたしとさっこは、うんうんってうなずいて、加か代よちゃんの夢ゆめが叶かないますようにって願ねがった。

「そうだ！　この前まえカレンからお手て紙がみが来きたんだけど、カレンはアメリカで、ジャズピアニスト目め指さしてがんばってるって」

　加か代よちゃんはカレンと文ぶん通つうしてるみたい。それも英えい語ごで！

「カレンの演えん奏そう、いつか聞ききたいね」

「カレンはきっと、すてきなピアニストになると思おもうわ」

　崎さき山やまくんと柴しば田たさんの会かい話わにうなずいたさっこが、内ない藤とうさんを見みた。

「内ない藤とうさんの将しょう来らいの夢ゆめは？」

「私わたしはね、年とし上うえで、紳しん士しで、優やさしくて、すてきな人ひとと結けっ婚こんしたい～！」

　はぁ～と熱あつい息いきをついた内ない藤とうさんに、みんなからの総そうつっこみが入はいる。

「いやいや、内ない藤とうさんは小お野のくんとでしょ？」

「ずっと否ひ定ていしてるけど、本ほん当とうはつきあってるんだよね？」

「年とし下したのかわいい彼かれ、いいなぁ～」

「お似に合あいだと思おもうわ」

　顔かおを真まっ赤かにした内ない藤とうさんが、ぶんぶんと両りょう手てを振ふった。

「ち、違ちがうよ！　つきあってないよ。あんな生なま意い気きな後こう輩はい、ぜったいつきあったりしないから」

「でも、おたがい好すきなんだよね？」

「そ、そんなことないって！　須す田ださんは？　須す田ださんは高たか田だ先せん輩ぱいと結けっ婚こんするのが夢ゆめ？」

　なんとか話はなしをそらそうとしている内ない藤とうさんが、とってもかわいい。

　話はなしをふられたさっこは、「もちろん！」と満まん面めんの笑えみでうなずいた。

「私わたし、高こう校こうを卒そつ業ぎょうしたら看かん護ご師しを目め指ざすんだ。将しょう来らい、高たか田だ先せん輩ぱいを公こう私しともに支ささえることができたらいいなって」

「そっか。高たか田だ先せん輩ぱい、春はるから大だい学がくの医い学がく部ぶに入にゅう学がくするんだもんね」

　さすがさっこ。

　自じ分ぶんの将しょう来らいも、進しん路ろも、しっかり決きめてるんだね。

　尊そん敬けいのまなざしを向むけていると、さっこがにやりと笑わらった。

「で、さくらは？」

「もちろん、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと……だよね～？」

　さっこと加か代よちゃんが、いつものノリでせまってくる。

　私わたしは……。

　私わたしは、どうしたいんだろう。

　この先さきのこと、まだはっきり決きめてはいないけれど。

　思おもい描えがいている未み来らいはあるんだ。

「私わたし、幼よう稚ち園えんの先せん生せいを目め指ざしたいかな。中ちゅう等とう部ぶのときの、幼よう稚ち園えんでの演えん奏そう会かいがとっても楽たのしかったから。あとは……。伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりに、ずっといられたらいいなって思おもってるよ」

　思おもい切きって口くちに出だしてみたら、すごくはずかしくて、いっきに顔かおが熱あつくなる。

　でも、口くちに出だしたら、不ふ思し議ぎと叶かなう気きがしてきた。

「さくら、幼よう稚ち園えんの先せん生せいって、合あってると思おもう」

「わかる。さくらはさ、幼よう稚ち園えんの演えん奏そう会かいで、こどもを見みつめるまなざしがと～っても優やさしかったから。きっといい先せん生せいになるよ」

「ありがとう」

　さっこと加か代よちゃんにも初はじめて言いったから、照てれくさいけれど、そんなふうに言いってもらえてうれしいよ。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、きっとずっといっしょにいられると思おもう」

「そうね。私わたしもそう思おもうわ」

　崎さき山やまくんと柴しば田たさんも、笑え顔がおでうなずいてくれた。

「吉よし川かわさんが、一いち番ばん先さきにお嫁よめさんになりそうな気きがするよ」

「ええっ。そうかなぁ～……」

　内ない藤とうさんの言こと葉ばに、ドキドキしてしまう。

　楓かえで先せん輩ぱいは、何なん年ねん後ごに帰かえってくるかわからない。

　だから、何なん年ねん後ごでもいい。

　いつか、そうなれたらいいな。

　ちょっぴり想そう像ぞうしちゃって、思おもわず口くち元もとがゆるんじゃった。

　それぞれの未み来らいを思おもい描えがきながら、私わたしたちはいつまでも、楓かえで先せん輩ぱいが飛とび立たった空そらを見みつめていた。
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「……」

　俺おれ・伊い吹ぶき楓かえでは、店みせのショーケースを眺ながめていた。

　ショーケースの中なかでは、永えい遠えんの絆きずなの証あかしとなる宝ほう石せきが、いくつも輝かがやいている。

　あいつに一いち番ばん似に合あう、一いち番ばんよろこぶものを贈おくりたい。

　……『これ』だな。

　前まえ、こっちに遊あそびに来きたときに、あいつが雑ざっ誌しでじーーーーっと見みてたやつだ。

「これ、見みせてもらえますか」

　店てん員いんにお願ねがいして、ショーケースから出だしてもらう。

　目めの前まえに差さし出だされたそれは、まばゆい光ひかりを放はなっていた。

　つきあう前まえに、ネックレスを贈おくったときのうれしそうなあいつを思おもい出だして、心こころが浮うき立たつ。

　あれは、中ちゅう学がくのときのバレンタインだった。

　そしてこれも……バレンタインに帰き国こくして、あいつに渡わたす特とく別べつなプレゼントだ。

「これにします」

　そう告つげると、店てん員いんはにっこりと笑わらって、ラッピングを始はじめた。

　あいつ、どんな顔かおするかな。

　目めをキラキラさせて笑わらう顔かおが浮うかんで、自し然ぜんとほおがゆるんだ。




　２月がつのニューヨークは、一年ねんで一いち番ばん寒さむい。

　はいた白しろい息いきが、舞まっては消きえていく。

　店みせを出でた俺おれは、ニューヨークの街まち中なかを歩あるいていた。

　街まちはバレンタイン一いっ色しょくだ。

　どの店みせも、はなやかなバレンタインのディスプレイが目めを引ひく。

　バラの花はな束たばを山やまのように抱かかえた売うり子この姿すがたもあちこちに見みえる。

　バレンタインに、あいつに直ちょく接せつプレゼントを渡わたせるのは何なん年ねんぶりだろう。

　そんなことを考かんがえていたそのとき、スマホが鳴なった。

「はい」


『楓かえで先せん輩ぱい！　こんばんは！　あ、そっちはこんにちは、ですね』



　さくらの明あかるい声こえが、スマホ越ごしに聞きこえる。

　いつまで『先せん輩ぱい』と呼よぶんだか。

「日に本ほんはもう遅おそい時じ間かんだろ。まだ起おきてんの？」


『そろそろ寝ねるところですけど、声こえが聞ききたくなって……というか、先せん輩ぱい、楽たのしそうですね。なにかいいことありました？』



「まぁね。なんだと思おもう？」


『え～～～。なんでしょう？　あ、わかった！　明後日あさって、日に本ほんに帰き国こくできるから！』



「まぁ、それはそうだけど」


『も、もしかして……。私わたしに会あえるから……なーんちゃって』



「そうだな」


『えっ!?　ウソ！　本ほん当とうですか!?』



「なにその反はん応のう」


『いや、だって……』



　顔かお、真まっ赤かになってんだろうな。

　中ちゅう学がくのときからぜんぜん変かわんねぇ。

　思おもわず吹ふき出だすと、『またからかいましたね!?』と抗こう議ぎの声こえが飛とんでくる。

　おもしろすぎるし、かわいすぎる。

　からかったわけじゃなくて、本ほん心しんなんだけど。


『これから演えん奏そう会かいですよね？　がんばってくださいね』



「ああ」


『じゃあ、明後日あさって楽たのしみにしてます』



「ああ、明後日あさって、成なり田た空くう港こうで。おやすみ」

　通つう話わを終おえ、さっき買かった物ものをチラリと見みた。

　今日きょうの演えん奏そう会かいもがんばれそうだ。

　俺おれは、昔むかし、あいつのために演えん奏そうした『Theザ Beautifulビューティフル Snowスノー』を思おもい出だしながら、コンサートホールへと足あしを向むけた。
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「さくらちゃん、こっちこっち～！」

　カフェの奥おくの席せきで、椿つばき先せん輩ぱいが手てを振ふっているのが見みえて、思おもわず笑え顔がおになる。

「お待またせしてすみません」

「私わたしも今いま来きたところだよ。久ひさしぶりだね～！」

「お久ひさしぶりです！　椿つばき先せん輩ぱい、いつ日に本ほんに帰かえってこられたんですか？」

「昨日きのうだよ～」

「昨日きのう！　お忙いそがしそうですね」

　椿つばき先せん輩ぱいは、大だい学がくを出でたあと、お仕し事ごとで世せ界かい中じゅうを飛とび回まわっている。

　あいかわらずキラキラしていて、いつまでも私わたしのあこがれの人ひとだ。

「楓かえで、ワールドツアーが終おわったら、しばらく日に本ほんにいるんだって？」

「そうなんです。どのくらいいられるか、わからないんですけどね」

　楓かえで先せん輩ぱいは、いまや世せ界かい的てきなトランぺッター。

　世せ界かい中じゅうの都と市しで演えん奏そう会かいをする『ワールドツアー』の真まっ最さい中ちゅうなんだ。

　今いまごろ、ニューヨークの舞ぶ台たいで演えん奏そうをしているんだろうな。

　ツアーの最さい後ごをしめくくる演えん奏そう会かいは、ここ、日に本ほん。

　先せん輩ぱいは、明日あした、日に本ほんに到とう着ちゃくする予よ定ていだ。

　日に本ほんでの演えん奏そう会かいが終おわったら、しばらくの間あいだ、日に本ほんに住すむつもりだって言いっていた。

「私わたしね、楓かえでの演えん奏そうが世せ界かいで通つう用ようするかな～って心しん配ぱいだったんだ。ここまでこられたのは、さくらちゃんのおかげかな」

「そんな。いつも私わたしが助たすけてもらってばかりで」

　ブンブンと両りょう手てを振ふると、椿つばき先せん輩ぱいはふふっと笑わらった。

「楓かえではさー、無ぶ愛あい想そうだし、顔かおにも言こと葉ばにもあまり感かん情じょう出ださないから、わかりにくいんだけどね。トランペットの音おとにはすごく感かん情じょうが出でるんだ。わかりやすいくらいに。誰だれかを想おもう音おと、誰だれかに届とどけたい音おとになってからは、ぐんと良よくなったよ」

　そう言いう椿つばき先せん輩ぱいのまなざしがとっても優やさしくて、うるっとしちゃう。

「日に本ほんにいる間あいだに、たまには実じっ家かにも顔かお出だしなさいよって言いっといて。いぬおも会あいたがってるから」

「わかりました！」

　椿つばき先せん輩ぱいとの久ひさしぶりのおしゃべりは、とっても楽たのしくて、あっという間まに時じ間かんが過すぎていった。

　椿つばき先せん輩ぱいと別わかれた私わたしは、『ある人ひと』との待まち合あわせ場ば所しょの、すぐ近ちかくにあるコンサートホールに向むかった。

　ここは、ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かいが行おこなわれるコンサートホール。

　音おん楽がく家かのあこがれの場ば所しょであり、楓かえで先せん輩ぱいがソロコンテストの中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶで、それぞれ優ゆう勝しょうした、思おもい出での場ば所しょでもあるんだ。

　来らい週しゅう、ここで楓かえで先せん輩ぱいの演えん奏そう会かいが開かい催さいされる。

　とっても楽たのしみだな。

　高こう校こうを卒そつ業ぎょうした先せん輩ぱいがアメリカに留りゅう学がくしたあと、夏なつ休やすみや冬ふゆ休やすみに遊あそびに行いって、演えん奏そうを聞きいたこともあるけれど、ホールでの演えん奏そうを聞きくのは久ひさしぶりなんだ。

　コンサートホールの壁かべには、楓かえで先せん輩ぱいの演えん奏そう会かいの巨きょ大だいポスターがはられていて、とっても目め立だっている。

「あ、この人ひと知しってる。最さい近きん、雑ざっ誌しとかテレビでよく見みるよ。イケメンだよね」

「こんなでかいホールで演えん奏そう会かいするんだ～。さすがだな」

「でもさ、この人ひと、見みた目めで得とくしてるよな」

　聞きこえてきた言こと葉ばに、ぎょっとした。

　でも、またか……とも思おもってしまう。

　楓かえで先せん輩ぱいのとなりにいて、わかったことがあるんだ。

　注ちゅう目もくや賞しょう賛さんをされるほど、悪わるく言いう人ひとも出でてくるってこと。

「顔かおがいいやつはいいよな～。実じつ力りょくがなくても、たいして努ど力りょくしなくても、うまくいくんだぜ」

「たしかに。しょせん顔かおだけで、たいした演えん奏そうしないだろ」

「……っ」

　先せん輩ぱいの演えん奏そう、聞きいたこともないのに。

　どうしてそんなことを言いえるの？

　悔くやしくて、くちびるをかむ。





「ねぇ。お兄にいさんたち、好すき勝かっ手て言いってるけど、その言こと葉ばにはどんな気き持もちがかくれてるか、自じ覚かくしてる？」






「へ？」

　背はい後ごから聞きこえた声こえに、おどろいて振ふり返かえる。

「わからないなら教おしえてあげる。そういうの、『嫉しっ妬と』って言いうんだよ」

　そこに立たっていたのは、着き物もの姿すがたのきれいな姿し勢せいの男だん性せい。

　笑え顔がおだけど、目めは笑わらってないその人ひとは……。

「……崎さき山やま詩し音おんだ」

「本ほん物もの……!?」

　そう。崎さき山やまくん！

　まわりの人ひとたちが、ざわつき始はじめる。

　崎さき山やまくんは、日に本ほん舞ぶ踊ようの次じ期き家いえ元もととして、今いまやテレビに引ひっ張ぱりだこの人にん気き者ものなんだ。

　おどろいている男おとこの人ひとに、崎さき山やまくんはにっこりとほほえんだ。

「伊い吹ぶきさんが顔かおだけかどうか、演えん奏そうを聞きいてから言いってよ。この演えん奏そう会かいのチケットは完かん売ばいしてるけど。まぁ、いつか生なまの音おとを聞きいてみて。感かん動どうするから」

「は、はい」

「すみませんでした！」

　男だん性せいたちがあわてて逃にげていくと、崎さき山やまくんは私わたしに向むきなおった。

「久ひさしぶり、さくらちゃん」

「崎さき山やまくん！」

　おたがい忙いそがしくて、なかなか会あえなかったから、再さい会かいできてとってもうれしいよ。

「さっきのねたみ、気きにしなくていいよ。注ちゅう目もくされれば、そのぶん、いろいろ言いう人ひともいるから。先せん輩ぱいだって、いちいち気きにしてないよ」

「うん。ありがとう」

　崎さき山やまくん、あいかわらず優やさしいな。

　楓かえで先せん輩ぱいはいつも、こういう嫉しっ妬との視し線せんと戦たたかっていたんだろうな。

　ふいに先せん輩ぱいの言こと葉ばが頭あたまの中なかに響ひびいた。

『陰かげ口ぐち叩たたいたり、あることないこと言いうヤツなんて、劣れっ等とう感かんまみれだとしか思おもわない』

　出で会あったばかりのころ、中ちゅう等とう部ぶの音おん楽がく室しつの楽がっ器き庫こで、言いわれた言こと葉ばだ。

「ところでさくらちゃん、いつまで『先せん輩ぱい』って呼よぶの？」

「うっ」

「もう10年ねんぐらいつきあってるでしょ。学がっ校こうだってとっくに卒そつ業ぎょうしてるし」

　崎さき山やまくんはいたずらっぽい顔かおで笑わらってる。

「崎さき山やまくんは、先せん輩ぱいのこと、なんて呼よんでるの？」

「楓かえでさん」

「ひゃ～」

　か、か、楓かえでさん！

　かぁっと顔かおが熱あつくなっちゃって、両りょう手てで顔かおをかくす。

「なにそれ。さくらちゃん、彼かの女じょなのに」

「だって……」

　私わたしはいまだに「楓かえで先せん輩ぱい」って呼よんでる。

　楓かえでさんなんて、ドキドキしすぎちゃって呼よべる気きがしないよ！

「楓かえでさんの演えん奏そう会かい、いよいよ来らい週しゅうか～。さくらちゃん、もちろん観みに来くるんでしょ？」

「うん！　崎さき山やまくんの演えん奏そうも楽たのしみだよ」

「ふふっ。やっと俺おれの夢ゆめがひとつ叶かなうよ」

　そう。崎さき山やまくんは、この演えん奏そう会かいで夢ゆめを叶かなえるんだ。

　ゲスト出しゅつ演えんして、１曲きょくだけど、先せん輩ぱいとジャズを演えん奏そうするの。

「俺おれと楓かえでさんの『イン・ザ・ムード』、楽たのしみにしてて」

　崎さき山やまくんは、すごくうれしそう。

「楓かえでさん、明日あした帰かえってくるんだって？」

「うん！」

「明日あした、バレンタインだもんね～～。なるほど。だからか」

「へ？　どういうこと？」

　首くびをかしげると、崎さき山やまくんはにやりと笑わらった。

「楓かえでさん、日に本ほんに帰かえってきたら、リハーサルとか取しゅ材ざいとか、スケジュールが詰つまってるんだよね。だけど、明日あした一日にちだけ予よ定ていを空あけてるんだよ。きっと、さくらちゃんといっしょにすごすためだね」

「そうなんだ……」

　幸しあわせが胸むねの中なかいっぱいに広ひろがっていく。

「会あえるの、久ひさしぶりでしょ。明日あしたはめいっぱい楽たのしんで」

「ふふっ。ありがとう」

　明日あした、楓かえで先せん輩ぱいに会あえる。

　もっともっとそれが楽たのしみになっていった。
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　次つぎの日ひ、バレンタインの夜よる。

　私わたしは空くう港こうを足あし早ばやに歩あるいていた。

「先せん輩ぱい、どこかな」

　アメリカから帰かえってくる楓かえで先せん輩ぱいを、空くう港こうに迎むかえに来きたんだ。

　バレンタインのチョコ、直ちょく接せつ渡わたせるのは何なん年ねんぶりかな。

　なによりも早はやく先せん輩ぱいに会あいたくて、はやる気き持もちがおさえきれない。


『どこにいる？』



　先せん輩ぱいからのそんなメッセージが届とどいて、思おもわず笑わらってしまった。

　先せん輩ぱいが初はじめてくれたメッセージも、同おなじような内ない容ようだったな。

　あれは、私わたしが中ちゅう１のときだ。なつかしく思おもい出だす。

　もうすぐ到とう着ちゃくロビーに着つきます、と返へん事じをして、歩あるきながら、ふーっと深しん呼こ吸きゅうをする。

「ちょっと落おち着つこう」

　先せん輩ぱいに会あったら、おだやかに、『おかえりなさい』って言いって、ほほえむんだ。

　私わたしだって、大人おとななんだから、余よ裕ゆうたっぷりに言いうこと！

　自じ分ぶんに言いい聞きかせながら、歩あゆみを進すすめていく。

「あ！」

　先せん輩ぱいだ。

　遠とおくからでもわかる。

　すらっと伸のびた長ながい手て足あしに、小ちいさな顔かお。

　ツヤツヤの黒くろ髪かみに、きりっとした切きれ長ながの目め。

「楓かえで先せん輩ぱい……！」

　あれだけ、落おち着ついて、大人おとなっぽく、余よ裕ゆうたっぷりにって自じ分ぶんに言いい聞きかせていたのに。

　先せん輩ぱいを見みつけたとたん、私わたしは駆かけ出だしていた。

　早はやく先せん輩ぱいに会あいたくて、夢む中ちゅうで走はしった。

　私わたしに気きづいた先せん輩ぱいが、私わたしを待まってくれている。

　目めの前まえにたどりつくと、先せん輩ぱいはふっと笑わらった。

「全ぜん力りょくで走はしってくるの、ルイみたいだな」

「……否ひ定ていできません」

　顔かおを見み合あわせて、ふふっと笑わらう。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　やっとやっと、会あえた。

　これからしばらくの間あいだ、日に本ほんで先せん輩ぱいといっしょにいられるんだ。




　先せん輩ぱいとならんで、空くう港こうの中なかをゆっくり歩あるく。

「先せん輩ぱい、私わたしに初はじめて送おくってくれたメッセージの内ない容よう、覚おぼえてますか？」

「今いまどこ？　とかそういう系けいだろ」

「え！　覚おぼえてるんですね。すごいです！　だいぶ昔むかしですよね」

「さくらが中ちゅう１で、俺おれが中ちゅう３だったか」

「そうです」

「さくらに告こく白はくするために呼よび出だしたメッセージだろ？　だからかな。覚おぼえてるの」

「なつかしいですね」

「だな」

　楓かえで先せん輩ぱいは、クールで人ひとをよせつけない、学がっ校こう一いちのモテ男だん子しだった。

　今いまでもすごいなって思おもう。

　そんな先せん輩ぱいとつきあえたことも、好すきになってもらえたことも。

「ずーっと聞ききたかったことがあるんですけど、聞きいていいですか？」

「いいよ」

「先せん輩ぱい、いつから私わたしのことを好すきになってくれたんですか？」

「は……？」

　予よ想そう外がいの質しつ問もんだったのか、先せん輩ぱいはぎゅっと眉まゆをひそめた。

「き、聞きいてもいいよって言いったじゃないですか」

「言いったけど」

「教おしえてくださいよ」

「……気きがついたら好すきになってた」

「え～～～」

「じゃあ、さくらは？」

「私わたしは……。うーん。……気きがついたら好すきになってました」

「ほら、さくらも同おなじだ」

「うっ……。でも、部ぶ活かつ見けん学がくの初しょ日にちに、『アルセナール』を聞きいて。先せん輩ぱいの音おとに心こころをゆさぶられたのは覚おぼえてますよ」

「へぇ」

「感かんじ悪わるい先せん輩ぱいだなって思おもってましたけど」

「……」

　ジトッとした目めを向むけられて、ふふっと笑わらう。

「冗じょう談だんですよ。お昼ひる休やすみ、いつも先せん輩ぱいは音おん楽がく準じゅん備び室しつで練れん習しゅうしていて、私わたしも楽がっ器き庫こで練れん習しゅうしながら、先せん輩ぱいの演えん奏そうをずっと聞きいてたんです。居い場ば所しょがなかったときも、くじけそうになったときも、となりから聞きこえる先せん輩ぱいのトランペットに救すくわれてました。だから……もしかしたら、そのときにはもう好すきだったのかもしれないです」

　あ！　先せん輩ぱいに聞きいたのに、結けっ局きょく、私わたしが答こたえてる。

　先せん輩ぱいからも、絶ぜっ対たいに聞ききだそう。

　そう思おもって視し線せんを向むけると、先せん輩ぱいの口くちがゆっくりと動うごいた。

「中ちゅう１のときのさくら、昼ひる休やすみはいつも楽がっ器き庫こにいたよな」

「あのころは、楽がっ器き庫こだけが私わたしの居い場ば所しょだったから」

「昼ひる休やすみにさくらが音おん楽がく室しつにくるようになってから、俺おれは無む意い識しきに、さくらを想おもって吹ふいてたのかもしれない」

「えっ」

「あのころのさくらのいろいろ、なんとなく知しってたから。勝かっ手てに自じ分ぶんを重かさねて、がんばれよ、くじけんなって、そんな想おもいをこめて吹ふいてたのかも」

「なんか、すごくうれしいです」

「俺おれも、楽がっ器き庫こにいるさくらを、ずっと意い識しきしてたんだろうな」

「……っ」

　あのころ、私わたしはクラスにいられなくて、居い場ば所しょもなくて、ひとりぼっちだと思おもってたけれど。

　そうじゃなかったんだ。

　壁かべ一枚まいをへだてて、ずっと先せん輩ぱいがいて、心こころをよせてくれていたんだ。

　鈴すず木き先せん生せいが言いった通とおり、私わたしたちは似にたもの同どう士しなのかもしれない。

　あのときからきっと、おたがいの心こころに触ふれていたんだね。

　先せん輩ぱいから、質しつ問もんの答こたえをもらえた気きがするよ。

「私わたしたち、ずっととなりにいたんですね……」

「そうだな。でも、さくらは崎さき山やまのことが好すきだと思おもってたから。意い識しきしちゃいけないって、自じ分ぶんの気き持もちをムシしてごまかしてたのかもしれない」

「そうだったんですね！　あのころの私わたし、まったく気きづいていませんでした。もっと早はやくに気きづいてれば、もう少すこし長ながく、そばですごしていられたんでしょうか」

「……」

　先せん輩ぱいは、ふいに足あしを止とめた。

　そして私わたしの前まえに立たつと、優やさしくほほえんだ。

「待またせてばかりだったな。……悪わるかった。これからは、ずっととなりにいるから」

「……先せん輩ぱい」

「だから、さくらも俺おれのとなりにいて」

　先せん輩ぱいの手てには、小ちいさなケースがのっていた。

　まるで、中ちゅう１のバレンタインのときみたい。

　先せん輩ぱいが差さし出だしたのは、黒くろいジュエリーケース。

　もしかして……。これって、普ふ通つうのプレゼントじゃない……!?

「！」

　おどろいて固かたまった私わたしに見みせるように、先せん輩ぱいはジュエリーケースを開あけた。

　そこには、ダイヤの指ゆび輪わが輝かがやいていたんだ。

　これ、私わたしのあこがれの指ゆび輪わだ……！
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　このお店みせの、このデザインが好すきで、雑ざっ誌しを眺ながめてずっと夢ゆめ見みていた。

　そんな、特とく別べつな意い味みのある指ゆび輪わ……。

　思おもわず顔かおを上あげると、先せん輩ぱいが優やさしくほほえみながら、私わたしをまっすぐ見みつめていた。





「これから一いっ生しょう、俺おれのとなりにいてください」






「……っ」

　これって、プロポーズ……!?

　私わたし、楓かえで先せん輩ぱいにプロポーズされたんだ。

　これから、どんなときも一いち番ばん近ちかくにいることができる。

　楓かえで先せん輩ぱいと、一いっ生しょういっしょにいられるんだ!!

　うれしさと、好すきという気き持もちが、ぶわっと全ぜん身しんを駆かけ抜ぬける。

「はい！」

　大おおきくうなずくと、先せん輩ぱいはキラキラ輝かがやく指ゆび輪わを、左ひだり手ての薬くすり指ゆびにはめてくれた。
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　楓かえで先せん輩ぱいと出で会あってから、いくつの春はるを越こえただろう。

　今日きょう、ついに──……。

　教きょう会かいの祝しゅく福ふくの鐘かねを聞ききながら、私わたしはバージンロードをゆっくりと歩あるいていた。




　この道みちの先さきで待まっているのは、大だい好すきな楓かえで先せん輩ぱい。

　ベール越ごしに見みても、白しろいタキシード姿すがたの先せん輩ぱいは、あまりにもかっこいい。

　ただでさえ緊きん張ちょうしているのに、心しん臓ぞうが飛とび出だしてしまいそう。

　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、先せん輩ぱいに近ちかづいていく。

　歩あるくたびに、ふわりと白しろいドレスがゆれる。

　夢ゆめだったウエディングドレスに、ベールとティアラをまとって。

　楓かえで先せん輩ぱいのとなりを目め指ざして、ゆっくりと歩あるく。

　あと少すこし、もう少すこし。

　やっとたどりついて、先せん輩ぱいのとなりに立たった。

「さくら、おめでとう」

「伊い吹ぶき、幸しあわせにね」

　涙なみだをボロボロ流ながすさっこに、高たか田だ先せん輩ぱいがハンカチを渡わたしてあげてる。

　ふたりの左ひだり手ての薬くすり指ゆびにも、指ゆび輪わが光ひかってるんだ。

「楓かえでさん、さくらちゃん、おめでとう」

「おめでとう。吉よし川かわさん……じゃないわね。今日きょうから、『伊い吹ぶきさん』なのね」

　崎さき山やまくんと柴しば田たさんは、お着き物もので参さん列れつしてくれた。

　柴しば田たさんは、崎さき山やまくんのお仕し事ごとを一いち番ばん側そばで支ささえて、お手て伝つだいしているんだ。

『月つき乃のとは腐くされ縁えんだから、もう一いっ生しょういっしょにいそうだよ』

　なんて、崎さき山やまくんが言いってたっけ。

　それを聞きいた柴しば田たさんが、幸しあわせそうにほほえんでいたのが印いん象しょう的てきだったな。

「さくら～。きれいだよ～～～」

　バリバリお仕し事ごとをがんばってる加か代よちゃんは、彼かれ氏しとケンカ中ちゅうって言いってたけど、恋こいの報ほう告こくを楽たのしみに待まってるんだ。

　内ない藤とうさんと小お野のくんは、なんだかんだ言いいながら、今日きょうもいっしょにいる。

「ふたりとも、おめでとさん。もとはといえば、俺おれのおかげだよな～。幸しあわせになれよ！」

「さくら～～、楓かえでくん～～、おめでとう～～！」

「さくらちゃん、楓かえで、おめでとう～！」

　鈴すず木き先せん生せいや、お兄にいちゃん、椿つばき先せん輩ぱいにも祝しゅく福ふくしてもらえて、とってもうれしいよ。

　そして……。

「楓かえで！　さくら！　コングラッチュレイション！」

　カレンもアメリカから駆かけつけてくれたんだ。

　みんなからの祝しゅく福ふくに、胸むねがいっぱいになりながら、楓かえで先せん輩ぱいの手てを取とって見みつめ合あう。

　神しん父ぷさんが、おだやかに誓ちかいの言こと葉ばを告つげた。

「新しん郎ろう、楓かえで。あなたはさくらを妻つまとし、病やめるときも健すこやかなるときも、愛あいをもってたがいに支ささえあうことを誓ちかいますか？」

「はい、誓ちかいます」

　大だい好すきな、先せん輩ぱいの声こえが教きょう会かいに響ひびいた。

　神しん父ぷさんが、私わたしにやわらかなまなざしを向むける。

「新しん婦ぷ、さくら。あなたは楓かえでを夫おっととし、病やめるときも健すこやかなるときも、愛あいをもってたがいに支ささえあうことを誓ちかいますか？」

「はい、誓ちかいます」

　私わたしも、今いままでの全ぜん部ぶの想おもいをこめて答こたえた。

「それでは、指ゆび輪わの交こう換かんです」

　神しん父ぷさんがそう言いうと、バージンロードをゆっくりと、いぬお──ルイが歩あるいてくる。

　先せん輩ぱいと私わたしの、つらいときも、楽たのしいときもいっしょにいてくれたルイは、背せ中なかに誓ちかいの指ゆび輪わをのせて、リングドッグとして結けっ婚こん式しきに参さん加かしてくれている。

　指ゆび輪わを受うけ取とって、ルイをなでてあげた先せん輩ぱいは、私わたしに向むかって手てを差さし出だした。

　その手てに、私わたしは自じ分ぶんの左ひだり手てをあずけた。

　先せん輩ぱいは、私わたしの左ひだり手ての薬くすり指ゆびに、ゆっくりと指ゆび輪わをはめてくれた。

　次つぎに、私わたしが先せん輩ぱいの左ひだり手ての薬くすり指ゆびに、指ゆび輪わをはめる。

　先せん輩ぱいと私わたしの左ひだり手ての薬くすり指ゆびには、おそろいの結けっ婚こん指ゆび輪わが輝かがやいている。

　それを見みたら、胸むねいっぱいに感かん動どうが広ひろがっていった。

　言こと葉ばと指ゆび輪わで、誓ちかい合あって。

　今いままで出で会あってきたいろんな人ひとに祝しゅく福ふくされて。

　今日きょうからは、永えい遠えんに楓かえで先せん輩ぱいのとなりにいられるんだね。

　ずっとずっと、先せん輩ぱいのとなりで笑わらっていたい。

　ずっとずっと、私わたしのとなりで笑わらっていてほしい。

「誓ちかいのキスを」

　先せん輩ぱいは、ゆっくりと私わたしのウエディングベールを持もち上あげた。

　目めがあって、ほほえみ合あう。

　──この道みちでよかった。

　心こころからそう思おもいながら。

　たくさんの『大だい好すき』をこめて、私わたしは瞳ひとみを閉とじた。








　春はるが息い吹ぶき、桜さくらが舞まう。







　いくつもの春はるを

　いっしょに越こえよう。







　春はる風かぜが吹ふく道みちを

　いっしょに歩あるいていこう。







　これからも、いつまでも。

　君きみのとなりで。
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　こんにちは。高たか杉すぎ六りっ花かです。

『君きみのとなりで。』９巻かんを手てに取とってくださって、ありがとうございます。

　私わたしは今いま、１巻かんから９巻かんに出でてきた曲きょくと、君きみとなメンバーの推おし曲きょくを聴ききながら、このあとがきを書かいています。吹すい奏そう楽がくも、君きみとなも、すごくすごく大だい好すきだな……と、しみじみ思おもいながら。




　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ小しょう説せつ賞しょうで金きん賞しょうを受じゅ賞しょうし、２０１９年ねん９月がつからスタートした『君きみのとなりで。』シリーズは、今こん回かいが最さい終しゅう巻かんとなります。

　人じん生せい最さい初しょの大だい失しっ敗ぱいから始はじまった、さくらの物もの語がたり。楽たのしんでもらえたでしょうか？

　絶ぜつ望ぼうから目めをそむけずに、自じ分ぶんの道みちを自じ分ぶんで選えらび、自じ分ぶんで決きめて、歩あるき続つづけたさくら。

　いつも助たすけてくれる、あこがれの伊い吹ぶき先せん輩ぱいの背せ中なかを追おいかけて、やっと『となり』にたどりつき、笑わらい合あえるようになりました。気きが付つけば、さくらの周まわりには、ぶつかったり、はげまし合あいながら、同おなじ目もく標ひょうにむかって一いっ緒しょにがんばってきた、たくさんの仲なか間まがいました。

　これからもきっと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいや仲なか間またちとともに、自じ分ぶんの道みちを歩あゆみ続つづけることでしょう。

　この物もの語がたりを最さい後ごまで書かき終おえることができた今いま、さみしさよりも、感かん無む量りょうで胸むねがいっぱい！

　悔くいも、書かき残のこしたこともなく、今いまの私わたしが書かける最さい高こうの『君きみとな』にできたと思おもうからです。

　でも、こんなに長ながいお話はなしになるとは、思おもっていなかったんです！

　みなさんからのたくさんの応おう援えんのおかげで、君きみとなの世せ界かいはぐんぐん広ひろがり、登とう場じょう人じん物ぶつも増ふえて、こんなに壮そう大だいな物もの語がたりになりました。

　ここまで書かくことができたのは、みなさんからの、たくさんの応おう援えんと支ささえがあったから。

「この本ほんを読よんで勇ゆう気きや元げん気きをたくさんもらいました」「君きみとなを読よんで吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいりました」などなど、お手て紙がみや、つばさ文ぶん庫このホームページの「みんなの感かん想そう」やＳＮＳでも、熱あつい感かん想そうやメッセージをたくさんいただけて、とってもうれしかったです。

　毎まい巻かん、たくさんの応おう援えんにはげまされ、支ささえられて、ここまでこられました。本ほん当とうにありがとう。

　感かん謝しゃの気き持もちを伝つたえたくて、心こころを込こめて最さい終しゅう巻かんを書かきました。

　どうぞ受うけ取とってください！

　みなさんにとっても、大だい満まん足ぞくのラストになっていますように。

　さて、９巻かんに出でてきた曲きょくは、和泉いずみ宏ひろ隆たか先せん生せい作さっ曲きょく『オーメンズ・オブ・ラブ』、コダーイ作さっ曲きょく『ハンガリー民みん謡よう「孔く雀じゃくは飛とんだ」による変へん奏そう曲きょく』、八や木ぎ澤さわ教さと司し先せん生せい作さっ曲きょく『蒼そう天てんの鳥とりたち』、ジョセフ・ガーランド作さっ曲きょく『イン・ザ・ムード』（崎さき山やまくんの推おし曲きょく！）です。

『オーメンズ・オブ・ラブ』『イン・ザ・ムード』は、元げん気きになれるかっこいい曲きょくですよ♪

『孔く雀じゃく』は、私わたしの推おし曲きょく！　高こう校こう生せいの時ときに、選せん抜ばつオーディションに落おちてしまってコンクールの舞ぶ台たいには立たてなかったけれど、定てい期き演えん奏そう会かいで吹ふくことができた思おもい出での曲きょく。私わたしにとって、さくらの『海うみの男おとこ達たちの歌うた』のような、大だい好すきで憧あこがれの曲きょくです。

『蒼そう天てんの鳥とりたち』は、君きみとな執しっ筆ぴつ中ちゅうにいつも聴きいていた、大だい好すきな曲きょくです。崎さき山やまくんがどんなソロを吹ふいたのか、気きになる人ひとはぜひ聴きいてみてくださいね。とってもかっこいいですよ♪

　吹すい奏そう楽がくはとってもすてきなので、曲きょくを聴ききながら、君きみとなを読よんでみるのもおススメです。

　君きみとなが、吹すい奏そう楽がくや音おん楽がくを好すきになるきっかけになれたらうれしいです！




　最さい後ごに謝しゃ辞じを。『君きみとな』シリーズは、たくさんの方かた々がたのおかげで、続つづけることができました。

　文も字じだけの存そん在ざいだった、さくらや伊い吹ぶき先せん輩ぱいたちを生いき生いきと描えがき、命いのちを吹ふき込こんでくれた穂ほ坂さかきなみ先せん生せい。１巻かんからずっと、二に人にん三さん脚きゃくで君きみとなを作つくり上あげ、的てき確かくなアドバイスで導みちびいてくれた担たん当とう編へん集しゅうＫさん（取しゅ材ざいに同どう席せきしてくれたり、講こう演えん会かいで一いっ緒しょにステージに上あがってくれたりと、頭あたまが上あがりません）、つばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶのみなさま、『君きみのとなりで。』にたずさわってくださったすべてのみなさま、本ほん当とうにありがとうございます！

　いつも応おう援えんしてくれる友ゆう人じんたちと、私わたしの大たい切せつな家か族ぞくにも心こころから感かん謝しゃしています。

　そして、今いま、これを読よんでくれているあなたに、最さい大だい級きゅうの感かん謝しゃを！

　いただいたお手て紙がみや感かん想そうやプレゼントは、これからもずっと私わたしの宝たから物ものです。

『君きみのとなりで。』が、少すこしでもあなたの心こころに届とどいていたらいいな。

　そして、これからも、大人おとなになっても、あなたの心こころによりそうことができますように。




　私わたしにとって『君きみとな』は、児じ童どう書しょ作さっ家かになりたいという夢ゆめをかなえてくれた、大たい切せつな物もの語がたり。

　この３年ねん間かんの思おもい出では、宝たから物ものとなって、私わたしの心こころの中なかでキラキラと輝かがやいています。

　この宝たから物ものを糧かてに、これからもあなたの心こころに届とどく物もの語がたりを書かき続つづけられるようがんばります。

　それでは、次つぎのお話はなしでまたお会あいしましょう！
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新しんシリーズ『さよならは、言いえない。』のお知しらせ






　ふたたびこんにちは。高たか杉すぎ六りっ花かです。

　新しんシリーズが始はじまりますので、紹しょう介かいさせてください！




　次つぎの物もの語がたりの主しゅ人じん公こうは、山やま口ぐち心こ陽はる、12歳さい。中ちゅう学がく１年ねん生せいの女じょ子しです。

　心こ陽はるには、会あいたいけど、会あえない人ひとがいます。

　かっこよくてオシャレで成せい績せき優ゆう秀しゅう。そんなクラスの人にん気き者もので、手ての届とどかない人ひとだけど……。

　心こ陽はるのことを気きにしてくれたり、がんばってることを認みとめてくれたり、背せ中なかを押おしてくれた人ひと。

　その人ひとのおかげで、心こ陽はるは少すこしだけ自じ分ぶんに自じ信しんを持もてるようになり、人じん生せいの目もく標ひょうができました。

　心こ陽はるに大たい切せつなことを教おしえてくれた、その人ひとの名な前まえは、『青あお山やま玲れ央お』。

　クールだけど本ほん当とうは優やさしくて、真まっ直すぐな、同おない年どしの男おとこの子こです。

　だけど小しょう６のときに、心こ陽はるは北ほっ海かい道どうから関かん東とうに転てん校こうすることになり、玲れ央おと離はなれ離ばなれになってしまいました。

　ふたりは文ぶん通つうでつながっていましたが、だんだん玲れ央おからの返へん事じがこなくなって、心こ陽はるが送おくった手て紙がみも、宛あて先さき不ふ明めいで戻もどってきてしまいます。

　連れん絡らくがとれなくなって悲かなしかったけれど、玲れ央おとの『約やく束そく』を果はたすため、心こ陽はるは、いっしょうけんめい勉べん強きょうをがんばります。

　そしてむかえた中ちゅう１の春はる。なんと、玲れ央おと偶ぐう然ぜん再さい会かいすることができるんです！　だけど……。

　ずっと願ねがっていた、奇き跡せきのような玲れ央おとの再さい会かいは、意い外がいな場ば所しょ、思おもいもよらない状じょう況きょうでした。




　心こ陽はるの前まえに現あらわれたのは、まるで別べつ人じんのような冷つめたい玲れ央お。

「俺おれにかまうな」と、冷つめたい目めを向むけ、すぐに背せを向むけてしまいます。

　しかも、もう一いっ生しょう、玲れ央おに会あえなくなってしまうかもしれない……!?

　そんな状じょう況きょうに、心こ陽はるはショックを受うけます。

　離はなれ離ばなれの間あいだに、玲れ央おにいったいなにがあったの？

　私わたしのこと、キライになっちゃったの？

　そんな不ふ安あんと悲かなしみに飲のみこまれそうになりながらも、玲れ央おとの約やく束そくを果はたすために、たくさんの試し練れんと運うん命めいに立たち向むかう心こ陽はるの物もの語がたりです。

　生いきるのは、楽たのしいことばかりじゃない。

　辛つらいことも、苦くるしいことも、うまくいかないことも、ときには消きえてしまいたいこともある。

　けれど、『明日あした』がくるのは、決けっして当あたり前まえじゃないから……。

『今日きょう』を、『今いま』を、大たい切せつにしようって、前まえ向むきになれるようなお話はなしです。




　挿さし絵えを描かいてくださるのは、杏あん堂どうまい先せん生せい！

　なんと、次つぎのページでキャラクターデザインをいち早はやく公こう開かいしています！

　とってもすてきなので、ぜひご覧らんください♪

『さよならは、言いえない。』は、２０２３年ねん初しょ頭とうに発はつ売ばい予よ定ていです。

　つばさ文ぶん庫この公こう式しきホームページや、私わたしのＳＮＳ（Twitter、インスタ、Facebook）などをチェックして、お待まちいただけたらうれしいです。

　それでは、次つぎの物もの語がたりも、みなさんに楽たのしんでもらえますように！

　またお会あいしましょう！
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君きみのとなりで。⑨




この道みちを、ずっといっしょに
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